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示すものであり、これは官

祭間関連の遺物が多量に発見さ

ことを示す査料である。これらの成果から、

せ

お

この

の官街があヮたらしいと言われてきた。

ら平成15年度にかけて、当研究所は、恒武西宮遺跡と笠井若林遺跡を発掘

調査した。そして、笠井若林遺跡では、ついに掘立柱建物群の一角と思われる部分を発掘

調査した。今回調査したのは6棟だが、調査区外にもさらに多くの掘立柱建物跡があるこ

とは明らかである。出土遺物から 9世紀後半の遺構と判明した。大型のものは南北3m、

東西宮mに及ぶ規模であり、この一帯に、郡が管理する倉庫群があったと考えると、

大きく膨らむ。

その他にも、笠井若林遺跡ではも奈良時代から平安時代にかけての竪穴住居跡を調査し、

笠井若林遺跡の居住域を明らかにした。また、 13世紀の溝から平安時代の土器が 括で出

土し、それらが、まったく別の場所で、さらに下層で検出した平安時代の遺構から出土し

た一括遺物といくつか接合したことは、 13世紀に、耕作などの際に、平安時代の遺構を掘

りあて、出土した遺物を溝にまとめて捨てた事伊!として学的に興味深い。

比
口
口村山一

土
平

T

c
の

ω

つ

回

な

か
と

な

↓j

ふさ

の

り、

8年!憂から続けて

りなく終了できたと

、皆様に御礼申上げたい。

とその周辺遺跡の調査

地元住民の理解と協力なしにはで

して、静岡県浜松土木事務所、静同県教育委員会、浜松市教育委員会をはじめとする

関には、現地調査、整理作業を通じて、大変お担:話になった。この場を借りて厚

く御礼申し上げる。また、住宅に囲まれた調査区では、冬の寒風は何とかしのぐこと

きたものの、夏は大変な暑さとなった。その中で調査に尽力いただいた作業員の皆様、整

理作業では、根気のいる作業に従事してくださった作業員の皆樺にも櫛礼申し上
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1 本:蓄は、静岡県浜松市恒武町宇西宮にある恒武西宮遺跡1 2 
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6次調査の発掘調査報告書である。

2.調査は、平成13年度(主)

に伴う

3，調査期聞は下記のとおりである。

1 -2 
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笠井若林遺跡5-2

笠井若林遺跡6-1 

跡6-2

上記現地調査の整理作業

4.調査体制は下記のとおりである。

平成14年度(現地調査)

所長斎藤忠副所長

総務部副主任鈴木言!I生

4 月 1 日.~_. 5月31日

4 月 1 日 ~5 月 31 日

l日~平成15it三1月9臼

6月1B~~平成14年 9 月 308

1月10日~平成15年2月28日

3月24日~平成17年3月15日

常務理事‘兼総務部長 粂田梧幸
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した。

調査研究部長 山本昇平 栗野克己佐野五十三調査研究四課長足立順司
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調査研究員小川和彦岡部貴之富樫孝志

平成16年度(資料整理)

所長斎藤忠副所長飯田英夫常務理事兼総務部長平松公夫

鎌田英巴総務部副主任鈴木部|生

調査研究部次長栗野克巳J 佐野五ト三調査研究三課長足立順司

調査研究員

し

6次調査の平面測量は (株)フ

調査研究員

8.本書 つ

9 関する いるυ
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1.調査区全域に10m方i恨のグリッドを設定し、東西ラインをアルファベット、南北ラインをアラビア

した。原点座標は次のとおりである。 7Lニ 137850、Y=-6445.Q

つ を子吏用しているため、 する
，._円

ょっ令。

v 日本測地系による める。

3 略号を使用する。

，S l~ ~ SBむの⑩竪穴住居跡 SD. SFα 0 ・土坑

SX. SE. 也 e 井戸 S I<c • 0 ⑬自然流路

4.遺構番号は、当研究所2002~恒武西宮遺跡 E 笠井若林遺跡』からの続き番号であり、この報告書

と遺構番号が共通するものは同一遺構である。
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第 i章調査に至る経過

第 1節調査に至る経過

今回の調査は、浜松市の市街地を大きく巡る浜松環状線の、浜松市恒武町、笠井町部分を開通させる

工事に伴うものである。この調査は恒武遺跡群と笠井若林遺跡にまたがっており、平成8年度""'14、15

年度に行った。今回報告するのは、恒武西宮遺跡の 1-2次調査と笠井若林遺跡の5、6次調査である。

1 恒武遺跡群の調査

平成7年、浜松市教育委員会が行った確認調査の結果を受けて、当研究所は、平成8年度に恒武西宮

遺跡の 1次調査、平成9年度と10年度には恒武西浦遺跡、の発掘調査を実施した。そして、平成10年度~

11年度には、恒武西宮遺跡2次調査を実施した。

1次調査の際、調査できない部分があったため、平成14年度に当研究所がその部分を調査した。これ

が今回、 1-2次調査として報告する部分である。

2 笠井若林遺跡の調査

平成9年の恒武酉浦遺跡の発掘調査によって、その北側にも遺跡が広がっている可能性が高くなった

ため、同年、当研究所が確認調査を行い、遺跡を確認したため、浜松市教育委員会が、笠井若林遺跡を

新規登録した。同遺跡の本調査は、当研究所が行うこととなり、平成10年度に笠井若林遺跡の 1次調査、

平成11年度に2次調査、平成12年度に3次調査を実施した。

今回、報告するのは、平成14年度に行った5次調査と6次調査である。

第2節周辺での発掘調査

平成8年度以降、浜松市恒武町、笠井町では、浜松環状線の改良工事やそれに関連する工事などに伴

う発掘調査が行われてきた。発掘調査は、浜松市教育委員会と当研究所が事業ごとに行い、各遺跡で調

査次数が通し番号になるように調整したため、調査地点と調査次数が入り組んだ状況になっている。第

1表 (2p)に周辺遺跡での発掘調査の一覧を示し、第1閣に各遺跡の調査地点と調査次数を表示した。

第 11章位置と環境

第 1節地理的環境

恒武遺跡群と笠井若林遺跡は、天竜川が運搬した堆積物が形成した沖積平野(天竜川平野)にある。

天竜川は、長野県の諏訪湖から山間部を流れ、静岡県の天竜市二俣付近で平野部に出ると、三方原台

地と磐田原台地の間に多量の土砂を堆積させ、扇状地に似た平野を作っている。この平野は南に向かつ

て緩やかに傾斜し、笠井若林遺跡のあたりから南は平坦に近くなり、海に至る。

天竜川は、古来より磐田原台地と三方原台地の問で氾濫を繰り返し、 「暴れ天竜Jの異名をとる。洪

水の記録は、古くは『続日本紀』に見える。これによると、和銅8年 (715年)の地震により堤防が決

壊し、洪水が起こったことや天平宝字5年 (761年)にも堤防が決壊し、洪水になったことが記されて

いる。当時の天竜川は、盤玉削(あらたまがわ)と呼ばれており、今よりも西側、現在の安間川のあた

りを流れていたとされている。以来、昭和20年の洪水まで、天竜川は平野部で洪水を繰り返してきた。

現在は治水事業により、頑丈な堤防が作られて流路が1本になっているが、堤防の間でいくつもの細か

い流路に枝分かれしている。そして、増水の度に流路の枝分かれが変わっているのが見られる。堤防が

作られる以前は、三方原台地と磐田原台地の間で、増水のたび、に流路が変わるという状況を繰り返して

いたのであろう。そのため、天竜川平野の旧地形は、微高地と流路が入り組んだ複雑な地形となっており、

旧地形の復元は容易ではないものの、安定した微高地は存在していたようで、その微高地上に遺跡が存

在している。



第1表周辺遺跡の調査歴

遺跡名・調査次 所在地 調査期間 時代 調査主体 文献

蛭子森古墳 豊町 1962. 3~4 古墳 浜松市教委
浜松市教育委員会1995

『浜松市指定文化財一古墳-~

笠井下組 笠井町 1994. 1 奈良 浜松市教委 浜松市教育委員会1995W笠井町下組遺跡』

御殿山 笠井町 2000. 5 鎌倉 浜松市教委 (財)浜松市文化協会2000W御殿山遺跡』

八ツ面 笠井町 2001. 5 古墳 浜松市教委 (財)浜松市文化協会2001W八ツ面遺跡』

笠井若林1次 笠井町
1998. 10~ 奈良

当研究所
当研究所2002

1999. 3 鎌倉 『恒武西宮遺跡立 笠井若林遺跡』

笠井若林2次 笠井町 1999. 6~10 
奈良・平安

戦国
当研究所

当研究所2002

Wt!i武西宮遺跡E 笠井若林遺跡』

笠井若林3次 笠井町 2000. 4~11 奈良~戦国 当研究所
当研究所2002

『恒武西宮遺跡E 笠井若林遺跡』

(財)浜松市文化協会2000
笠井若林4次 笠井町 2000. 5 平安 浜松市教委

『笠井若林遺跡4次』

笠井若林5-1次 笠井町 2002. 4~5 奈良~近世 当研究所 本報告書

笠井若林5-2次 笠井町 2002. 10~ 1 奈良~近世 当研究所 本報告書

笠井若林6-1次 笠井町 2002. 6~9 奈良・平安 当研究所 本報告書

笠井若林6-2次 笠井町 2003. 1 ~2 奈良・平安 当研究所 本報告書

笠井若林7次 笠井町 2002. 7 ~8 奈良・鎌倉 浜松市教委
(財)浜松市文化協会2003

『笠井若林遺跡7次』

社口 1次
恒武町 1983. 2 

古墳
当研究所

(財)駿府博物館付属静岡県埋蔵文化財調

(確認調査) 奈良 査研究所1983W社口遺跡』

社口2次 恒武町 1993. 11 奈良 浜松市教委 (財)浜松市文化協会1994W社口遺跡』

恒武東覚1次 恒武町
1999. 11~ 

古墳以降 当研究所 当研究所2004Wf亘武東覚遺跡』
2000. 3 

恒武東覚2次 恒武町 2003. 2~10 
奈良

鎌倉・室町
当研究所 当研究所2004W憶武東覚遺跡』

憤武西浦 恒武町
1997. 7~ 古墳

当研究所 当研究所2000W恒武西宮遺跡・西浦遺跡』
1998. 9 奈良

恒武西宮1次 恒武町
1996. 9~ 古墳

当研究所 当研究所2000W恒武西宮遺跡・西浦遺跡』
1997.3 奈良

恒武西宮1-2次 恒武町 2002. 4~5 古墳 当研究所 本報告書

恒武西宮2次 恒武町
1998. 10~ 

古墳~戦国 当研究所
当研究所2002

1999.5 Wi賞武西宮遺跡H 笠井若林遺跡』

恒武西宮3次 恒武町
1998. 10~ 

1999. 1 

古墳
浜松市教委

(財)浜松市文化協会2002

戦国 『恒武西宮遺跡』

恒武西宮4次 恒武町 1999. 5 古墳 浜松市教委

恒武西宮5次 恒武町 1999. 12 古墳 浜松市教委

恒武西宮6次 恒武町 2000. 11~12 古墳 浜松市教委
(財)浜松市文化協会2002

『恒武西宮遺跡』

恒武西宮7次 恒武町 2000. 11 戦国 浜松市教委
(財)浜松市文化協会2002

『恒武西宮遺跡』

山ノ花 恒武町 1996. 8~12 
古墳

浜松市教委 (財)浜松市文化協会1998W山ノ花遺跡』
奈良

※調査期間は、現地調査の期間である。

2 
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笠井町のあたりに遺跡が見られるのは、古墳時代以降である。特に恒武遺跡群で

古墳時代から集落が見られるようになる。微高地が、居住に適するまでに安定してきたのであろう。

古墳時代になると、天竜川平野の北側にある三方原台地や、天竜}11をはさんだ東側にある磐田原台地
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は明らかではないが、これらの古墳を望む場所となると、天竜)11平野が該当する。そして、
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る宮竹野際遺跡では、奈良時代後半~平安時代前半の

布目瓦も出土したことから、郡稲との関連が考えられる。
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衝の中心に近いことを示唆している。

f亘武町、笠井町付近でも官衛関連の発見が目立つ。社口遺跡(第2図-18)で円面碗が出土した他、

恒武西浦遺跡(第2図 2)では掘立柱建物跡の他、墨書土器や人面墨書土器、土馬、人形など、祭杷

をうかがわせる遺物が出土している。恒武東覚遺跡(当研究所2004)でも掘立柱建物群と思われる遺構や、

墨書土器、祭最E用土製品を発見している。また、笠井若林遺跡4次調査(第2図-1)では、緑紬胸器

が出土している。

今回報告する笠井若林遺跡5次調査では、平安時代の掘立柱建物群の一部を調査した。大型のものを

含む点や規格性がうかがえる配置などから、郡衝の一部に当たっている可能性がある。

笠井若林遺跡1"-'3次調査(当研究所2002)と今回報告する 6次調査では、多数の竪穴住居跡を調査し、

浜松市笠井町付近に奈良時代の集落が形成されていたことを明らかにした。

鎌倉・室町時代

平安時代末の12世紀には、浜松市笠井町付近に荘園が成立していたと考えられ、文献史料によれば、

羽鳥荘、美園御厨といった荘園が成立していたらしい。現在でも浜松市豊西町には羽鳥の地名があり、

浜北市南部には美園の地名が残っている。

この時期の集落は、宮竹野際遺跡、山の神遺跡、笠井若林遺跡(第2図-1)、御殿山遺跡(第2図

-13)、恒武西宮遺跡(第2図-2)、恒武西浦遺跡(第2図-2)などで確認されている。宮竹野際

遺跡(浜松市1988)と山の神遺跡では、 12世紀"-'13世紀前半の集落が確認されており、山の神遺跡では、

一辺一町の方形区画溝が検出されている。鎌倉・室町時代の方形区画溝はいくつかの遺跡で確認されて

おり、恒武遺跡群と笠井若林遺跡でも数箇所で確認されている。

江戸時代

江戸時代になると浜松藩領となり、笠井町付近には市が立てられた。そして、木綿の栽培・集積地と

して栄えた。この頃の技術や知識は、近代以降、浜松の織物産業の繁栄につながることになる。

参考文献

(財)浜松市文化協会1988~宮竹野際遺跡』

(財)浜松市文化協会1994~宮竹野際遺跡 2~

(財)浜松市文化協会1989~山の神遺跡』

(財)浜松市文化協会1998~山ノ花遺跡』

(財)浜松市文化協会2001W八ッ面遺跡』

(財)浜松市文化協会2002~恒武西宮遺跡~ (恒武西宮遺跡3、6、7次調査)

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2000 W，恒武西宮・西浦遺跡~ (恒武西宮遺跡1-1次調査、恒武

西浦遺跡)

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2002W恒武西宮遺跡E 笠井若林遺跡~ (恒武西宮遺跡2次調査、

笠井若林遺跡1"-'3次調査)

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2004~恒武東覚遺跡~ (恒武東覚遺跡1、2次調査)
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住居跡

と思わるものもある

て〉

し、 りと平行して実測を



土器の色塗りが終ったところで、本部のスタジオで報告書に掲載する遺物の写真を撮った。

接合作業の時、現地調査で課題として残した、 13世紀の溝、 SD102から出土した平安時代の一括遺物

について検討した。 SD102から出土した遺物どうしではあまり接合しなかったため、破片の状態で一括

して捨てたと考えた。その後、出土場所から10mほど西で、さらに下層で検出した平安時代の土坑

SF274やSF275から出土した遺物が、 SD102で出土した遺物と接合することがわかった。また、他にも

時代の違う遺構の間で遺物が接合する例が見られた。

第3節基本土層

1 恒武西宮遺跡

調査した地点は、現在の標高、 12.1mで、微高地にあたっている。

第3図のa層は表土で、当研究所2000W恒武西宮・西浦遺跡』で I層として報告した土層に当たる。

江戸時代から現代にいたる耕作土であり、現在も調査区周辺では水田耕作が行われている。この下に黄

褐色土のb層がある。鉄分が集積した層で、水田の床土と考えられる。当研究所2000で報告したE層に

当たる。 b層を除去すると灰色砂質土のc層が現れ、この面で古墳時代の遺構を検出できる。当研究所

2000で報告したE層に当たる。本来の掘り込み面はもっと上だったと考えられるが、 c層上面より上の

層は、その後の耕作で撹乱を受けている。従って、奈良時代以降の土層は残っていない。この下に暗灰

色砂質土のd層があり、当研究所2000のN層に当たる。この層以下には遺物は含まれていない。この下は、

青灰色砂のe層で、鉄分の沈着が見られる。当研究所2000のV層に当たる。この下にある砂磯層の f層

が地山である。これは当研究所2000のVI層にあたる。

なお、当研究所2000では、 I'""VI層を土壌学の専門家により細分してあるが、今回の調査区は、狭い

こともあり、細分はしていない。

2 笠井若林遺跡

今回の調査区は、周辺の地形と比べるとやや高く、微高地になっていると思われる。調査区の地形を

北から見ていくと、 6区北端が現在の標高で14.4m、5区南端で13.3mと、北から南に向かつて、約

500mの間で 1m程低くなっている。 5区南端は現在の流路に接しており、これに向かつて地形が下が

っている。

笠井若林遺跡の中での基本土層は共通しているが、笠井若林遺跡の北端に当たる 6区と南端に当たる

5区を比べると、全体的に6区の方が乾燥しており、 5区の方が水分を多く含んでいる。分層は、水分

の多い5肢の方が容易であり、遺構検出の難易も同様に5区の方が容易だった。

笠井若林遺跡の土層番号は、 5層を除いて笠井若林遺跡1'""3次調査(当研究所2002)で報告した土

層番号に一致する。

第3図 (10p)の1層(表土)を除去すると、茶灰色の2層が現れる。これは江戸時代以降の耕作土

である。 2層の下に褐色の3層があり、この上面で鎌倉・室町時代の遺構を検出できる。 6-1区では

江戸時代以降の耕作で3層が失われている。 3層の下に暗褐色の4層があり、この上面で奈良・平安時

代の遺構を検出できる。その下には砂質で褐色の5層があり、この面でも古代の遺構を検出できる。こ

の層は、当研究所2002で報告した調査地点には存在しない。逆に当研究所2002で報告された5層は、今

回の調査区には存在しない。 5層は全体的に薄く、 10'""20cm程度の厚さである。 5区では全体的に分

布しているが、 6区では一部にしか残っていない。 5層の下に灰色の6層があり、この層から下は無遺

物層で、その下の砂層 (7層)が地山である。

88ラインから93ライン付近までは、 7層が1層直下まで盛り上がっており、この部分には遺跡は残っ

ていないが、 1層に奈良・平安時代の遺物が多く含まれるため、本来は遺構があったと思われる。

-9-
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第1¥1章 髄武西署遺跡の調皇室、成課

第 1範成果の擁護問

1 際、用地の きは伊つ の調査であり、 1-2次調査として

いる。調査面積が狭いうえに、調査区の中央付近に大きな撹乱が入って、遺構が失われているため、調

査できた直覆は少ない。 1次調査の成果とほぼ同様で、古墳時代の講を検出した。溝のうち l本は自

1次調査の際、 SRlとして報告した溝である。他の溝は吹田耕作に伴う小規模な溝と考えら

ど検出されなかったた

鎌倉@室町時代以降の遺構も

SR1 (第4図:13p) 

されなかったが、 1次調査の結果でも周辺では奈昆・平安時代の遺構はほ

本来、遺構が形成されなかったと考えられる。

らしく検出さ つ

第2師 自t費時代の遺構と遺物

調査区を北東から南西に、斜めに横切るように検出した。当研究所2000で報告した l次調査のSRlに

つながる自然流路である。明らかに同じ遺構であるため、遺構番号も同一にし

深さは90cm程ありも断面は rVJ字形になっていることから、常時一定の水量があったと推定できる。

埋土は自然堆積で、上から褐也、オリーブ灰色、青灰色の 3種類に大別できる(第5圏。こ

は埋没段摺を反映しているのであろう。

この流路からは第6図-1 (に示した 5世紀後半"'6世紀の土師器の坪が出土している。口唇

部に指頭痕が残っている他は、風化で調整痕などは明確でない。丹塗りのような色に焼けている。これ

にも埋土から 7世紀と思われる土師器が出土したが、密化できたものはな

出土遺物(;考えて、埋没時期は、当研究所2000で報告した内容と同様で、 7世紀である。

SD3ヰ6(第4図:13p) 

SRlと平行して検出した溝で、当初はSRlが2本の溝に分かれる可能性を考えたが、このj替は撹乱を

挟んで途切れていることと、南壁で、 SRlと断面を比較検討した結果、独立した溝とした。当研究所

小規模な溝状遺構の一語報告に、この講につながると思われる溝が報告されている。 1

この溝は南西方向に恐び、調査区外に出ている。 1次調査でL立、この溝を小規模構群とし

て一括しており、遺構番号はついていない。

この溝からは第6図 2 に示した土師器の高坪と問図3に示した土師器の壷が出土している。

けで、壷は胸部だけである。壷は、風化が激しく底部付近の撫で以外の調整は観察で

きない。いずれも時期決定に重要な部分を失っているが、 2 は 5 世紀後半~6 世紀、 3 は 4~5 世紀と

3 遺物からj見て、この講の埋没時期は5世紀以降と考えられる。

8D347 (第、4図:

調査匿の南端で 3mほ

当研究所2000でもこ

でき、調査区内で終っている o 1次調査で発掘した部分に延びており、

が報告されている。その擦は小規模溝群として一括されており、独自の

遺構番号はついていない。 1次調査で検出できたのも 3m程であり、今回の調査で、この溝は全長6m

程度の溝と判明した。第4図のC-D断面に示したように、埋土は砂質土である。図化できる遺物は出

していはいが、埋没時期は古墳時代後期と思われる。

80348 (第4 ←

調査区の北端から南に延びている小規模な溝である。 1次の調査区に延びており、当研究所2000で、

これにつながる溝が報告されている。 1次調査の調査区では、北西~高東方向に延びているため、 1 
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の調査区と今回の調査区の境界付近で、こ ぽ90度方向 ていること -， 
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議電霊童 笠井若林遺跡の調査成果

第 1節成果の概要
民叫

奈良・平安時代の面は2臣認めら

2面白で特筆すべき

大規模な祭記跡、硯や墨書土器など

に当たる可能性がある。

今回の調査区では、調査区の南端付近で掘立柱建物群の一角

である。 と笠井若林遺跡のこ まで

三吉 てき 0) 

し だりである 6 掘立柱

ある。

う る いずれも 9 あるこ

っていること

と柱、穴の埋土の違いから、 2つの群に分かれる

とは間違いない。

平安時代に掘られたSDI08は、江戸時代以降に人為的に埋められるまで断続的に続く溝であり、

掘り直した痕跡が見られ、鎌倉@室町時代にも 1iB]掘り直した痕跡が見られた。その後、

にも一度掘り直され、最後は人為的に埋められている。土地を区画する溝と考えら

他には、平安時代の士坑や奈良時代以降と思われる畑の畝状遺構を検出した。土坑には、祭間関連と

り、 9世紀中葉の一括遺物を含むものが見られた。

l面白では、溝を検出した。すべて畑か水田 られる。

②室町・

この面では、 ~南東方向の講を し

この中のSDI02からは、平安時代の遺物が一括で捨てら

まとまって出土するのは不可解であったが、この遺物が、

と接合したことから、 13世紀の耕作で平安時代の遺構

ものと考えた。

に関わるi曹と考えられる0

13世紀の溝から平安時代

した平安時代の遺構から出

の時に出土し

ま

2 6次繭査

江戸時代以降に掘り直し

ヲ P

L. の遺構はなかった。 の眉

日
戸
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d

竪穴住居跡は8

層

る住居跡は竃付きで、

もので、平面形も る過渡
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第2節 奈良・平安時代の遺構と遺物

1 5-2次調査奈良・平安時代2面白の概要(第7図:17p) 

調査区の標高は、北端で12.5m、南端で12.1mであり、北から南に向かつて緩やかに傾斜している。

検出した遺構は、掘立柱建物跡、溝、土坑、畝状遺構である。畝状遺構以外は平安時代に属すると考え

られる。遺構は、調査区の南側で集中して検出され、北側には少ない。

この調査では、掘立柱建物跡を6棟検出した。埋土の種類や桁行の方向から、 2つの群に分かれる可

能性がある。土坑からは平安時代の良好な一括遺物が出土したものがある。また、遺構のうち、畝状遺

構は、掘立柱建物跡や土坑などに切られている部分があることから、若干古く、畝状遺構だけが奈良時代、

すなわち8世紀代になると思われる。

掘立柱建物跡

SH207 (第8図:1旬、第9図:19p) 

概要

調査区南端で検出した。遺構検出時には、標準土層が褐色砂質土であるのに対して、柱穴の埋土は灰

色を基本とする色であったため、明瞭に検出できた。規模は梁間2間 (3.3m)x桁行5問 (9.1m)で、

今回検出した掘立柱建物跡の中で最大である。桁行の方向はN750Eである。南東隅の柱穴だけが調査区

外に出ているが、壁面崩落の危険を避けるため、拡張していない。

規格

柱穴聞の距離については、柱の痕跡があるものはその中心、柱の痕跡がないものは柱穴の中心を基準

として、隣り合う柱穴でその距離を測り、結果を第4表 (27p)にまとめた。

第4表は、今回検出した掘立柱建物跡に規格があるかどうか検討するためを作成したものである。平

安時代には高麗尺と天平尺が認められているが、どちらの尺度を採用するにしても、中央の国街クラス

の遺構は別として、地方でこの尺度がどれほど厳密に守られたかは定かでない。さらに、高麗尺5尺と

天平尺6尺がほぼ一致する上に、柱根が残っている訳ではないため、柱間距離を機械的に柱穴の中心で

測っただけである。したがって、高麗尺と天平尺の差、 5cm程度は測定誤差の内に解消されてしまう。

そこで、参考までに第4表 (27p)を見ると、この掘立柱建物跡の柱問距離は、高麗尺よりも天平尺

との誤差の方が小さいことを指摘できる。このことから、 1尺を30cm程度とする規格は意識されていた

ようである。

柱穴所見

柱穴の所見を第5表 (28p)にまとめた。 PLP4、P13、P14以外は底部、または断面で柱の痕跡を

確認できる。断面観察では、柱の痕跡が、検出面の上面まで貫通するもの (P2、P7、P9)と、途中で埋

土に切られているもの (P3、P6、P8、P12)がある。また、 Pl0とPllだけは布堀りでつながっている。

これまで、値武遺跡群、笠井若林遺跡および、その周辺の調査で、掘立柱建物跡は多くの検出例があるが、

布堀は初めての検出である。

Pl、P8、P9、P12、P13では、方形堀方の一角に飛び出した部分が見られる。この部分は、柱穴本体

に向かつて斜めに掘り込んだようになっており、柱穴との切り合い関係はないため、柱穴と別の遺構と

は考えられない。また、埋土は柱穴と共通しているため、柱穴が埋没するときには、この飛び出した部

分は存在していたことになる。柱穴を抜き取る時に、柱を斜めに倒し、その時に形成されたか、柱を抜

き取るために、脇から掘り込んだ跡と思われる。 P12は柱の痕跡が2つ並んでいる。隣接して同時に2

本の柱が立っていたとは考えられず、柱の建て替えの痕跡であろう。 P9も同様で、柱の痕跡が3つ見ら

れるが、柱の建て替えと考えられる。

柱穴の深さは、 P2の30cm程度から， P12の90cm強まで一定していない。柱穴の埋土は、灰色土かオ
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リーブ灰色土を基本としており、すべての柱穴に共通している。

出土遺物

出土遺物や他の掘立柱建物跡との関係から、 9世紀代であることは間違いないであろう。ただし、図

示できる遺物は出土していない。

SH208 (第10図:21p) 

概要

調査区の南端で検出した。 SH207と間様、遺構検出時には、標準土層が褐色砂質土であるのに対して、

柱穴の埋土は灰色を基本とする色であったため、明瞭に検出できた。

規模は、梁間2間 (4.2m) X桁行3間 (6.0m)で、桁行の方向はN150Wで、近くで検出したSH207

とほぼ直行している。

規格

柱穴間距離は、高麗尺と天平尺と同じ程度の誤差であるため、どちらの尺度を採用しているのかわか

らないが、 1尺30cmと考えると誤差が小さくなるため、やはり、 1尺30cm程度の尺度を採用しているよ

うである。

柱穴所見

柱穴は、 P1とP10、P3とP4、P8とP9は布堀りでつながっている。また、 P6には、布堀りでP5とつな

ごうとしたかのような、方形の堀方が見られる。 P6とP9、P10には、 SH207に見られた抜き取り痕と

思われる部分と同様に、柱穴から飛び出した部分がある。やはり、柱穴の中心に向かつて斜めに掘り込

んでおり、柱穴と同じ埋土であることから、柱を抜き取る時、住を傾けた際に柱が壁を壊した部分か、

柱を抜き取るために脇から掘り込んだ跡と考えられる。

商側のP1、P10，P9、P8の柱穴は、直線的には並ばずにやや斜めになっている。梁にあたるP2とP7

だけには柱の痕跡が見られない。

柱穴の深さは、 P5の37cmからP1の90cmまで一定していない。柱穴の痕跡は、柱穴の底部では検出で

きたが、断面では検出できなかった。柱を抜いた後に埋土が堆積したことが考えられる。

出土遺物

出土遺物は、 P5から、第14図-1 (26p)に示した9世紀後半の灰紬陶器の碗が出土している。内面

の軸は、発色の良い部分と発色の悪い部分が見られる。これらの出土遺物から、 9世紀後半の遺構と判

断できる。なお、後述するが、この灰軸陶器は、上層の鎌倉・室町時代面で検出した13世紀のSD102に

一括廃棄されていた灰軸陶器の破片と接合している。

SH209 (第11図:22p) 

概要

検出は、 SH207、208ほと、明瞭ではなかったが、柱穴の埋土に炭や焼土を含む特徴があったため、検

出は比較的容易であった。埋土は、 SH207、208で見られた灰色を基本とする埋土とは違い、灰褐色で

ある。

規模は、梁間2間 (2.8m)X桁行2間 (4.6m)である。桁行の方向はで、 N150W、SH208と同じ方

向である。

規格

柱間距離は、 SH207、208同様、高麗尺よりも天平尺との誤差の方が小さく、 1尺30cm程度を意識し

ていたようである。

柱穴所見

P3以外の柱穴底部で柱の痕跡が見られた。 P3でも、断面で柱の痕跡が認められた。柱穴の深さは、 30cm

前後で他の掘立柱建物跡のような大きな差はない。 P4とP7には、柱の抜き取り痕と思われる出っ張り

20 
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この掘立柱建物跡も、標準土層が褐色砂質土であるのに対して、

あったため、明瞭に検出できた。 SH211と隣接しており、両者の区別

2棟に分かれるのか明確でなかった。
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SH211 (第12図:24p) 

概要

SH211は、今回の調査で検出した掘立柱建物跡で唯一、総柱と考えられる建物である。梁行2間 (3.1m)

×桁行2問 (2.7m)で、桁行の方向は、 N750Eで、 SH207、SH210と同じである。

規格

柱間距離は、これも天平尺に近い尺度を採用しているようで、 30の倍数に近くなっていることを指摘

できる。

柱穴所見

P6とP7、P8とP9が布掘りでつながっている。 P8とP9には柱の痕跡が見られず、他の柱穴よりも浅い。

P9は建物の中央に位置する柱であるが、西にずれている。 P4の柱の痕跡には炭や焼土が多いことから、

柱が焼失した可能性がある。

出土遺物

出土遺物は、 P4からは、第14図 8 (26p)の土師器の坪が出土している。丹塗りで、内面は全面に

塗つであるようだが、外面は部分的に塗つであるだけである。時期は9世紀前半であるが、他の出土遺

物から、 SH211は9世紀後半と考えられる。

SH212 (第13図:26p) 

概要

調査区の西端に掘立柱建物跡の一部がかかるように検出したもので、標準土層が褐色砂質土であるの

に対して、柱穴の埋土は灰白色を基本とする色であったため、明瞭に検出できた。半分以上が調査区西

側に出ているため、規模は明らかでないが、 P1'""-'P4は4.9mある。梁と桁の識別が難しいが、桁行の方

向は、 N750EかN150Wのいずれかである。 N750Eならば、 SH207、210、211と同じ方向、 N150Wな

らばSH208、209と同じ方向になる。しっかりした柱穴であるため、調査区内で検出した南北方向に収

まる建物ではなく、東西方向に長い建物で、調査区の西側に延びていくと思われる。したがって、柘行

の方向はN750Eになる可能性の方が高いと思われる。

規格

柱間距離は、これも他の掘立柱建物跡と同じように、高麗尺よりも天平尺に近い数字を示している。

図化できる遺物は出土していないが、 9世紀代であることは間違いない。

柱穴所見

P3とP4、P5とP6は布掘りで、つながっており、 P2には、抜き取り痕と思われる突出した部分が見られる。

すべての柱穴に明瞭に柱の痕跡が残っているが、 P1'""-'P4の柱は、穴の中央に直立するのではなく、建物

の中心に向かつて傾いている。しかし、これが建物の本柱になるとは考えにくく、斜めの柱を立てるのに、

このように柱穴を垂直に掘る必要はない。本来、直立する本柱があり、傾いた柱穴は、本柱の支柱とし

て据えたと考えた方が理解し易い。また、 P1とP2、P4の柱穴断面には、柱の縁辺に当たる部分に炭と焼

土が密集しており、柱が焼失したような状況である。また、 P6の柱穴の埋土も炭を多く含んでいる。

出土遺物

図化できる遺物は出土していない。

土坑

SF274 (第15図上段:30p) 

概要

平面形と断面を見ると、方形の土坑が2つ切り合っている可能性もあるが、埋土が同一で識別できな

かったため 1つの土坑として報告する。
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第4表 掘立柱建物跡の柱閤距離

遺構番号 柱穴間番号 柱穴間距離 :AAの局麗尺換算{直 近似尺 :B AとBの差 Aの天平尺換算値 近似尺 :CAとCの差

(cm) (尺) (尺) (cm) (尺) (尺) (cm) 

P1-P2 162 4.55 5 16 5.45 5 13.5 
P2-P3 130 3.65 4 12.4 4.38 4 11.2 
P3-P4 160 4.49 4 17.6 5.39 5 11.5 
P3-P5 217 6.10 6 3.4 7.31 7 9.1 
P4-P6 252 7.08 7 2.8 8.48 8 14.4 
P5-P6 197 5.53 6 16.6 6.63 7 10.9 
P6-P7 207 5.81 6 6.6 6.97 7 0.9 
P7-P8 150 4.21 4 7.6 5.05 5 1.5 

SH207 P9-P10 125 3.51 4 17.4 4.21 4 6.2 

P10-P11 182 5.11 5 4 6.13 6 3.8 

P11-P12東 225 6.32 6 11.4 7.58 8 12.6 

P11-P12西 272 7.64 8 12.8 9.16 9 4.7 

P12東一P13 172 4.83 5 6 5.79 6 6.2 

P12西-P13 125 3.51 4 17.4 4.21 4 6.2 
P13-P14 150 4.21 4 7.6 5.05 5 1.5 
P14-P1 175 4.92 5 3 5.89 6 3.2 

両麗尺との平均誤差 10.2 天平尺との平均誤差 7.3 
P1-P2 250 7.02 7 0.8 8.42 8 12.4 
P2-P3 200 5.62 6 13.6 6.73 7 7.9 
P3-P4 182 5.11 5 4 6.13 6 3.8 

P4-P5 230 6.46 6 16.4 7.74 8 7.6 

P5-P6 187 5.25 5 9 6.30 6 8.8 
SH208 P6-P7 215 6.04 6 1.4 7.24 7 7.1 

P7-P8 210 5.90 6 3.6 7.07 7 2.1 

P8-P9 210 5.90 6 3.6 7.07 7 2.1 

P9-P10 252 7.08 7 2.8 8.48 8 14.4 5 
P10-P1 150 4.21 4 7.6 5.05 5 1. 

尚麓尺との平均誤差 6.3 天平尺との平均誤差 6.8 
P1-P2 135 3.79 4 7.4 4.55 5 13.5 
P2-P3 142 3.99 4 0.4 4.78 5 6.5 
P3-P4 120 3.37 3 13.2 4.04 4 1.2 
P4-P5 240 6.74 7 9.2 8.08 8 2.4 

SH209 P5-P6 142 3.99 4 0.4 4.78 5 6.5 

P6-P7 142 3.99 4 0.4 4.78 5 6.5 

P7-P8 265 7.44 7 15.8 8.92 9 2.3 

P8-P1 200 5.62 6 13.6 6.73 7 7.9 
高麗尺との平均誤差 7.6 天平尺との平均誤差 5.9 

P1-P2 200 5.62 6 13.6 6.73 7 7.9 

P2-P3 115 3.23 3 8.2 3.87 4 3.8 
P3一(P4) 125 3.51 4 17.4 4.21 4 6.2 

SH210 (P4)-P5 225 6.32 6 11.4 7.58 8 12.6 

P5-P6 150 4.21 4 7.6 5.05 5 1.5 

P6-Pl 100 2.81 3 6.8 3.37 3 10.~ 

高麗尺との平均誤差 10.8 天平尺との平均誤差 7.2 

P1-P2 140 3.93 4 2.4 4.71 5 8.5 

P2-P3 175 4.92 5 3 5.89 6 3.2 

P3-P4 142 3.99 4 0.4 4.78 5 6.[ 

P4-P5 125 3.51 4 17.4 4.21 4 6j 

SH211 P5-P6 160 4.49 4 17.6 5.39 5 11.1 

P6-P7 135 3.79 4 7.4 4.55 5 13./ 

P7-P8 120 3.37 3 13.2 4.04 4 u 
P8-P1 150 4.21 4 7.6 5.05 5 1.1 

高麗尺との平均誤差 8.6 天平尺との平均誤差 6.1 

P1-P2 150 4.21 4 7.6 5.05 5 u 
P2-P3 150 4.21 4 7.6 5.05 5 u 

SH212 
P3-P4 170 4.78 5 8 5.72 6 8J 
P4-P5 185 5.20 5 7 6.23 6 6.1 

P5-P6 197 5.53 6 16.6 6.63 7 10.! 
高麗尺との平均誤差 9.4 天平尺との平均誤差 5.: 

高麗尺 1尺=35.6cm天平尺 1尺=29.7cmとした。
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本来の掘り込み面は失われており、一番深いところでも15cm程度である。埋土は、炭や焼土を含んだ

淡褐色土の単一層であり、検出は容易であった。この土坑からは9世紀中葉の一括遺物が得られている。

下記に示す遺物はすべて9世紀中葉である。

出土遺物

第16図 1、2 (31p)は灰軸陶器の碗で、 1は、土坑の中央付近から、ほぼ完全な形で出土した。

内面に紬を塗ってあり、良く発色している。 2も内閣に軸を塗っており、良く発色している。 2は、後

に報告するSD102に一括廃棄された状態で出土した平安時代の遺物と接合し、さらにSD107から出土し

た土器とも接合する。また、 SD102からはこの土坑の時期に一致する 9世紀中葉の遺物が多く出土して

いることから、詳しくはSD102の報告に譲るが、本来は、この土坑にさらに多くの遺物が残っていたのが、

13世紀頃の耕作などによって、破壊されたことがうかがえる。

第16図-3 (31p)は土師器の杯で、丹塗りであるが、丹はほとんど剥落している。また、口縁内側

に強い撫でが見られる。底部に墨書が見られるが、一部しか確認できないため、判読不能である。 4は

土師器の坪で、丹塗りであるが、丹はほとんど剥落し、口縁内部の強く撫でた部分に残っている以外は、

部分的に残っているだけである。 5も土師器の杯で、口縁部をやや外反させるように撫でて、わずかに

つまみあげている。丹塗りであるが、丹はほとんど剥落して部分的に残っているだけである。 6は土師

器の坪で、丹塗りである。内面の丹は良く残っているが、外面はほとんど、残っていない。 7、8も土師

器の坪で丹塗りである。 8は口縁部を撫でて外反させている。 9は土師器の坪で、これは丹塗りではな

いが、丹塗りのような鮮やかな色である。丹塗りを意識して焼いているようである。 8と同様に口縁部

を撫でて外反させている。

以上の出土遺物を見ると、丹塗りの土師器が多く見られ、墨書も認められること、埋土に炭や焼土が

見られ、火を焚いたようなことがうかがえることから、祭組関連の土坑と考えられる。ただし、土器が

火を受けた形跡はない。

SF275 (第15図中段:30p) 

概要

この土坑も平面形を見ると、複数の土坑が切り合っている可能性があるが、埋土が同ーのため、識別

はできなかった。 1つの土坑として報告する。

これも本来の掘り込み面は失われており、一番深いところでも15cm程度である。理土は、炭や焼土を

含んだ淡褐色土の単一層であり、検出は容易であった。この土坑からは9世紀後半の一括遺物が得られ

ている。また、 SH210-P3の柱穴がこの土坑を切っており、この土坑から出土した遺物とSH210-P3

から出土した遺物が接合する。下記の遺物はすべて9世紀後半である。

出土遺物

第16図 10 (31p)は丹塗りの土師器の坪であるが、全体の形から、灰紬陶器を模倣している可能性

がある。内面の丹は残っているが、外面の丹はほとんど剥落している。 11は、土師器の鉢で、指頭圧痕

が良く残っており、丹塗りである。これは、 SH210-P3の出土遺物と接合する。 SH210-P3の方が後

から掘った遺構であることから、 SH210-P3が埋没するときに、 SF275の遺物が流れ込んだと考えられる。

SF276 (第7図:17p) 

210cmX80cm、深さ20cm程の細長い方形の土坑である。埋土は灰褐色土で、炭、焼土が多く見られ、

検出は容易であった。第16図-12(31p)に示した丹塗りの土師器の坪と同図13の土師器の費が出土し

ている。いずれも 9世紀後半で、この遺構の時期を示している。火を焚いたような形跡が見られることや、

丹塗りの土師器が出土していることから、祭組関連の土坑と考えられる。
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7図:17p) SF277、278、279

ともしもので、

と忠われる

しSH207の近ぐ調査区の南端、

白色砂質土で、方形
c.}_:τz 
凸こ}i#'，;)

この3つ

し

このっているように思

このことから、になっている。ιト)り、白
出の南を調査し

てつに沿っしろにくい。っていると

いる

j藷

りさらもの

さらにf幅

〉

τコ、したように、

・室町時代~江戸時代に

: 17p) 

いる。りけでも

っている。畑

ものであろうのら、奈

31 -

いること切ら

し

。
、23-v 

調査区の南



に下っている。この調査区で

に直行する方向のもの

調査区の北側で標高12.?m、南側で12.3mと、南に向かつ

に、北西~南東方向を

に関わる

1霞聞の榔2要巧
/
』

r円
》2 

ぬる。として、ャ

明'‘
」

る。畑か水

80"108 

も報告す点るっている o

zヒ
h 

この面で

室町。

出した溝で、

lコ

， 
~ì <.:;.." 0 

;るカ守、 こ

二又の鍬のようなも

くことに

中では、 11屈は狭いものの、

っている。 埋士は黄褐色土の単一土層で、

に折れ曲がるあたりで¥別の滑につながっているよう

この溝の底には掘った

る<': 

く、ること

i図

この調査商で検

北東~南西方向にほ

第17図を見ると、

SD295を掘り直している。

のを使って掘削した

SD之95

っており、のF
-

、

J
Z
G
 

出土

口縁がほぼ平坦

b 

の壷の底部と同図4に示し
6門

司コ

きる。

この溝からは、第20図 ~3 に示し

している。 3の壷は、外面の紬が良く発色している c 時期は、

日j菩部をつまみあげていることから、 8世紀代である。

301 (第17図:

これらは小規模な溝であるが、ほぼ平行して掘られている。方向は、北西~南東方向、もしくはこれ

に直交する北東~南西方向である。埋土はいずれも暗褐色土の単一土層で、検出は容易であっ

に存在していたのではなく、切り合いから見ると、 SD298、297、296、301、299の)11買に古くなっていく。

SD296から、第20図 5， 6 の灰紬陶器の碗が出土している。前者は時期判定が困

、後者は10 世紀後半~11世紀初頭と判断できる。 5 は内側に重ね焼きの痕跡が見られる。

同図 7に示した硯も出土している。

SD301からは、第20図 8の須恵器の査と同

と判断できる。 9は分厚く重量感がある

ュア土器の脚部もtB土している。

同時

は10世紀代になり、

主Tこ

の碗が出土している。

ある。また、同図 LO 

-9 

前者は8

に示し あろう。は9~~ 

ある。

5-1 3 

をJ検出しと2 この調査区では、一部先行して調査し中で、

f主居踊l

「
U 

のり、残ってい也コ L の住居跡で、掘り込み面の大半を

、検出面から、 o
 

h
 

j
J
W
 

1
 

中央

で、灰白色の胎
r、。7 

区の中

ある。

88230 (第19凶:

調査区の東端で住居跡の半分ほどを検出した。

付近で、第20図 1 に示し

土から渥美@湖西産

し

ている。

あること

を後に報告するSD?に切ら

出土している。

していなしユ

っている。

の土鍾

ように

図 2の中央付近で終っている。この溝から

奈良・平安時代の中に収まることは間違いない。

32 

一九j

れ川
J

.， り

80263 (第18図

北西~南東に延びる溝で、

が出土している。検出面から考えて、

らす1る。
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SB229 
1 茶灰色砂質土

暗茶灰色砂質土

?1  :501m 

S8229、S8230実測図

¥ 

2 

第19図

4 SD295 工一一仁三笠

、十→一寸コ?S附

ヒi~SD296
G 

官 ω「ーペ
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7 SD296 

• 2次調査奈良・平安時代遺構出土遺物
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4 6… 1次調査奈良・平安時代の概要(第21図:37p) 

6 -1次調査は、笠井若林遺跡の北端に当iとり、ごれより北側には、遺跡は広がっていない。

の標高

す

まり含まれてい ら、もともと鎌倉・と

室町時代の遺構は少なかったのであろう。

この調査区では、北側で構222位、南側で住居跡9

{主語跡の検出、特に切り合い

寵付住居があること

くなる土質の

まず、焼土

って分布していることから、

して白っぽ

7 
Lノ、

、ム

モど りに住居跡

近で切り合っている住居跡は、焼土や炭が特に集中している部分を寵の中心と想定し、寵の数を推定し

また、寵のない住居跡や竃が調査区外に出ていると思われる住居離の続出は、調査区の壌でイギ居跡の

面を観察するなどして、平面形を検出し

この調査匹で検出した集落が、笠井若林遺跡を構成する集落の北端である。

なお、 93~94ライン以南は、表土直下まで沖積層が盛り上がっており、

表土中に奈良時代の土器が多く含まれていたため、本来は遺構があっ

呂田23"1 (第23図

南半分を撹苦しによって失つ

である。柱穴は精査にも

した。掘り込み面は失われており、

きなかった。棟方向はN34

てい

いている。

竃は崩れて土坑状になっているが、埋土は比較的明瞭に分層できた。埋土は褐色砂質土で、この上面に

土器が集中していたため、この面を床面と考えた。こ

遺物は、床面から第29函 1 に示した須恵器の杯、

した土師器の杯が出士している。 1は外車jに白

りで、 lの須恵器と

て置いていたよう

土している。竃周辺で

ら才Lる。 5の口

これらの出土遺物から判

り合いから、 8

ある。

同図3に示

'，_LI 
iIr 

し'04，"'6は8

半と考えられる /-1~ .， 

である。

に述べる

まで下る可能性が高

88232 

SB2~il と SB234に切ら、さらに

ある。住居跡の埋土が周囲

は難しかった。棟の方向

した。平面形は、

いるうえに、 、検出

}ヂ

ー め、

f 

L. 

褐色砂質土の下 である。柱穴は精査にもこの面

--:J 

寵は崩れて流出し

地層、袖と

い付、 により、
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X=-136.900 
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査 査

区 区
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S0280-1 S0279-1 S0284-1 4 S0278-1 

S0280-2 S0279ω2 S0279-3 S0283 S0284-2 S0284-3 S0278-2 S0278-3 S0278-2 

1 オリーブ灰色砂質土(表土) S0270 茶灰色土 S0280-1 茶灰色土
2 i炎茶灰色砂質土 S0271 茶灰色土 S0280-2 褐色土

。 1:50 2m 

3 褐色砂質土 S0272 茶灰色土 S0283 淡褐色土
4 撹乱 S0273 茶灰色土 S0284-1 淡褐色土

S0274 茶灰色土 S0284-2 褐色土

S0278-1 淡褐色土 S0284…3 褐色砂質土

S0278-2 褐色土 S0285-1 淡褐色土

S0278-3 褐色砂質土 S0285-2 縄色土

S0279-1 淡褐色土 S0286 オリーブ褐色土
S0279-2 褐色土
S0279-3 褐色砂質土

第22図 6-1次調査奈良・平安時代遺構分有図(2 )と西壁断面図

遺物は、床面から第29図-7、8(47p)に示した土師器の杯と、問図9に示した土師器の護、悶図

10'"'""'12の土錘が出土している。 7、8の土師器は丹塗りで、 8世紀前半である。ともに口縁部を強く撫

でて、わずかにつまみあげる特徴がある。 7、8は内外面共に丹がよく残っている。 9の饗も口縁が平

理に近くなり、口縁端部をつまみあげていることから、 8世紀前半と考えられる。これらの遺物から、

この住居跡の時期は8世紀前半と考えられるが、他の住居跡との切り合いから、 8世紀中葉古段階まで

下る可能性が高い。

88233 (第25図:41p) 

SB232とSB234に切られた状態で検出した。西側は調査区の外に出ており、検出できたのは、竃付近

の一部に過ぎない。調査当初、このあたりに焼け土が分布していたため、住居跡の竃があると考えて遺

構検出に努めたが、 SB232とSB233は、共に主要な埋土が褐色砂質土で似ているため、分離は困難であ

。。
円
〈
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った。そこでまず、 SB232の平面形を決定し、次にその外側に分布している焼け土と、調査区西側に現

われていた住居跡の断面観察を合わせて、 SB233を検出した。

埋土は褐色砂質土で、この上面で、第25図 (41p)に示した遺物出土状況の詳細Aのように、土器が

集中して出土したため、この面を床面と考えた。ここで出土した遺物は下記のとおりである。須恵器は、

第29図 13 (47p)の坪、 14の平瓶、 15""'17の蓋が出土している。 13の杯と16の蓋は、灰白色の胎土

から見て渥美・湖西産である。 17は外面に自然紬が見られ、 fXJのヘラ記号が見られる。土師器は、

18の坪、 19の皿、 20の奮が出土している。いず、れも住居の床面に置かれた状態で出土している。 18と

19は丹塗りである。時期は、 13、14が8世紀前半、 15、18、19が8世紀中葉古段階、 16が8世紀前葉、

17は7世紀後葉、 20は時期判定が困難である。

これらの出土遺物から、この住居跡の時期は8世紀前半~中葉古段階に収まると考えられる。 17の須

恵器は、 7世紀後葉と古いため、混入であろう。

寵は崩れており、平面形を検出したに過ぎない。 SB232と同様に、竃の西側に偏った部分に煙道を作

っていると思われる。

S8234 (第26図:43p) 

中央を撹乱で破壊された状態で検出した。平面形は、方形がかなり崩れていると思われ、椅円形に近

くなっている。後述するように、竪穴住居跡としては、末期に近く、形態が崩れる時期にあたるため、

このような平面形になっているのであろう。堀方の上方を江戸時代以降の耕作で失われ、 10cm程度残っ

ていただけであるが、床面は残っており、第26図の遺物出土状況の詳細Aに示したように、床面で遺物

が集中して出土した。

柱穴は、精査にもかかわらず、検出できなかった。寵は検出していない。竃があったとすると、撹乱で

失われた南東側に想定することになるが、この調査区で、南側に竃のつく住居跡はない。また、笠井若

林遺跡の3次調査(当研究所2002)でも、奈良時代の住居跡を20軒ほど報告しているが、竃がつく場合は、

北側が多く、東側が少数見られるが、南側につく例はない。また、この時期の竪穴住居には、竃が作ら

れないこともあるため、もともと竃が作られなかった可能性の方が高い。

埋土は褐色土で、この面で後述する遺物が集中して出土したことから、この面を床面と考えた。

遺物は、住居跡の西隅に集中して出土した。第30図 (48p)に一括で掲載してある。 1は須恵器の皿で、

底部が歪んでいる。また、口縁は強い撫でで平坦部を作っている。 2は土師器の坪で、外面は指による

押さえ、内面は工具による撫でである。口縁内面に粘土を貼り付ける特徴がある。祭記用であろう。 3

""'6は土師器の皿で丹塗りである。 5の丹はほとんど剥落している。 7、8は土師器の費、 9は土師器

の鉢である。内面に指頭圧痕が良く残っている。以上の遺物の時期はすべて8世紀末""'9世紀初頭であり、

住居跡の時期もこの時期になる。この調査区で検出した住居跡では最も新しい時期である。

S8235 (第27図:45p) 

SD274、281、282に切られた状態で検出した、やや歪んだ方形の住居跡である。調査区の商端で検出

したもので、調査区外にも広がっている。褐色粘質土が見られ、これが床土と考えられる。柱穴と考え

られる土坑と、壁沿いに水抜きと考えられる溝を検出した。図化できる遺物は出土していないが、 8世

紀代に収まると考えられる。

S8236 (第28図:46p) 

調査区の東端で検出した方形の住居跡である。南側をSD270に切られ、東側半分は調査区外に出ている。

柱穴を2つ検出している。埋土は濃褐色土で、その下に褐色土が堆積している。褐色土の下はすぐに沖

積層の砂利があるため、この褐色土が床土と考えられる。図化できる遺物は出土していないが、検出面

や他の住居跡との関係から考えて8世紀代に収まる可能性が高い。
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SB237 (第28図:46p) 

SB242と撹乱に切られた状態で検出した。また、調査区の東端で検出したため、半分以上が調査区外

に出ており、検出できた部分は少ない。そのため、住居跡ではない可能性、例えば大型土坑の可能性も

あるが、底が平坦になることから、住居跡の可能性の方が高いと判断した。埋土は褐色土で、その下は

沖積層の砂利層である。柱穴は検出できなかった。また、図化できる遺物も出土していない。検出面や

他の住居跡との関係から考えて8世紀代に収まる可能性が高い。

SB238 (第25図:41p) 

SB233を検出した際、その外側にも焼け土が分布することと、調査区の西壁に寵の断面が観察できた

ため、この住居跡が検出できた。大部分をSB233に切られ、さらに調査区外にも出ているため、寵付近

43 



が残っていただけである。

遺物は、第 -21 7p)の須恵器の均三と同図22の土師器の杯出土している。

りで、外面の方が良く残っている。時期は、 21の須恵器が8I世紀前半、 22の土師器が8世紀中葉である。

これらの遺物とSB233との切り合いから、この住居跡の時期は8世紀前半~中葉であると思われる c

とのSB23Jへ233、238は出土遺物と切り合い関係、そして、すべて北西側に竃が付く点が共通して

いることや、 SB232、SB233は煙運が寵の左側に偏って作られる特徴があることから、 SB238、SB233、

SB232、SB231のJ!I震に、 8 紀前半~中葉に連続して建て直した可能性が高い。

88242 第28図 46p)

調査:[2: 東側半分ほど に出、ている。:埋土に褐色

士が見られ、この上に白色 つ したことから、

掲色土の下は地山 である。出土した粘土塊は土器

り

る材料、であろう。 よなユ
e 

る遺物は出土していなし3が、横出面や他の住居跡と ら考 8 る可能性が高い。

SD265~286 (第21図、第22囲:

調査区の北領iIで検出した溝群である。北西~南東方向に平行するものが多く、 SD275のように、これ

らに直交するものもある。調査区の西壁で、第22図下段に示したような切り合いを観察できた。

ら、同時に存在したのは4"-'5本程度で、それらの溝が埋没するたびに新しく掘り直して使って

いたと考えられる。埋土は茶灰色士、もし〈は褐色土を基本としている。

SD270のように調査区を貫通するものと、 SD269のように調査区内で終っているものがある。これら

のうち、 SD2'?OとSD272rv2'?4は、これらに直交するSD2'?5によってつながっている。

SD268とSD269も調査区内でつながって、そこで両溝は終っている。調査区のこの辺りは北西側に F

っているため、との再構にも水が流れたとすると、この連結部分から北西側に流れたことになる。した

って、 SD268とSD269の連結部分から水が出ないことには、この講を水が流れたことにはならない。

中に「湧水地?Jと表示し、図版20に示したように、 SD268と269の連結部分では、沖積層の

り上がっており、この部分のi盟士には砂が多く認められた。とのことから、この場所から

していたこと

したがって、 SD268

まってい

同:i援にSD270とSD272、

J 吋

さ心。

に流れる水を、 SD275を介してSD272、

SD278から、第30図一日、 11

ているので 、調査区内にあっ

SD275によってつながっている点も、 SD270

を分配していたのであろう。

ある。 11は、外面は指による

した土師器の揮が出土している。

と思われ、内面は工具による

あろうか。

く、 i蕎の時期 るの

らの住居に住んだ集団が管理するているため、 と
} 

o '-♂ 

8世紀中葉 "'V9 になる。

Lへ
~ 

レヲ

101立、おそらく

ある。

ある。半分以上は調査区外に出ている。

跡の可能性があると考えて調査していたが、平面形が相当歪んでいることから、住居fltJfではない

ば大型の土坑の可能性も考えられる。どちらとも判断しにくいことから、性格不明遺構とした。
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した層とは考えにくく、住毘の)末土である可能性は卜分にある。

遺物は、第30図-12に示した土師器の郭が出土している G 時期判定は難しい

し、部分的に丹-が残っているだけである。また、匡!化はでき/ぶかっ~川、

る遺物も出土している。これらの出土遺物から考えても、住居跡の可能性は十分にある。

占目し、断面に見える 3J冒は、褐色粘質土と褐色砂質土を人工的に混合したような層で、し

丹塗りである。

才1]_ 
ιd 

江戸時代以降の耕作で撹

ものである。

の

: 45p) 

した辺りは、表土直下まで沖積層が盛り上がっており、

その撹乱の中に深さ

8X232 
ヂ

」

っていた可能性と

埋土は掲告土の単一土居である。

内面下半は指押さえ、上半は工具による撫

どちらもってい

り

居跡を検出していることから、

考えられ、判断できないことから、性格不明遺構とした。

第30図 13に示した土師器のF棄が出土している。

いる。言Lさ

8世紀子たと
下

町コ、まみあげていること

48 -

口縁でである。時期判定は困難である



5 6 -2;失調査奈良 e平安時代2面目の摘要(第31図:50p) 

調査区の西側半分は、表土直下まで沖積層が盛り上がっており、江戸時代以降の耕fr:によって遺跡は

いる。また、 88ラインから 6-1次調査区の93ラインまでも問様であるが、耕作土中に奈良時

まれているため、本来は奈良時代以降の遺構が博成されており、撹苦しで=失われている

と考

地形は、調査区~Iと側で標高13. '7m、調査ß:中央付近に同;ば1\って13.5mまで下っている以外は、ほ

ある。

住居跡を3軒検出した曲は、 j警と土坑である。講の中には、方形区画溝と考えられるもの

ある。また、土坑には掘立柱建物の柱穴の可能性を持つものがある。

住居跡は3軒切り合っており f霊土が酷似しているため、切り合いの検出は必ずしも容易、ではなかった。

当初は 1軒の住居として調査し始め、掘削途中で援数の住居跡が切り合っていることに気づき、改めて

切り合いを確認した。

第31図で、灰色の線で示した遺構がある。これらは、奈良。平安時代の遺構調査後、念のた

めに10cmほど掘り下げたところで検出したもので、奈良。平安時代の2面自の可能性もあるが、 1面目

で検出しきれなった遺構の可能性もあるため、同一調査面として扱った。

住居跡

S8239 (第32図:51p) 

調査匿の東端で検出した住居跡で、 SB240 とSF309~~311に切られている。平面形はかなり歪んだ方

になると思われる。調査当初は、 SB239~~241 を l 軒の住居跡として調査し始めた。掘削の途中で、

J壁土に微妙、な色の違いが現れたため、改めて検出し直し、 SB239、SB240、SB241の3軒の住居跡を識

別した。したがって、 SB239として検出した部分は少ない。 SB239の埋土は掲色土の単一層である。こ

の住居跡からは、第33図-3 (52p)に示した丹塗りの土師器の部が出土している。外面の丹はほと

ど剥落している。時期は8世紀末"'-'9世紀初頭である。

SB239~241の遺物のうち、第32図に出土状況を示したものは、ほほ間一平面でミ出土していることから、

このレベルが住居跡の床面であったと考えら

S8240 (第32函:51p) 

SB239を切っており、 SB241に切られている。平面形は方形である。東側半分は調査区外に出ている。

埋土は褐色土の単一層であるが、 SB239の哩土よりもやや黒っぽいため、切り

-2 に示した須恵器の盤と同国9に示した土銅器が出土している。 2の盤は、灰白色の胎土

から渥美・湖西産と思われる。時期は 8 世紀末~~ 9世紀初頭である。 9は丹塗りで、高盤と判断し

台付血の可能性もある。時期は 8 世紀末~9 世紀初頭である。また、 lUこ示した土錘も出土している。

88241 (第包囲:

調査区の東端で検出した方形の住居跡で、東側半分ほどが調査区外に出ている。北側に寵がついてい

るが、住居の北側中央ではなぐ、北側の角についているようである。柱穴はPlを検出している。埋土は

褐色土であるが、 SB240よりもやや暗い色であったため、切り合いを検出できた。

遺物は床面付近で集中して出土した。第33毘-4、5 に示した土師器の坪、 6、7の土師器

の皿が出土している。 4は風化が激しい。 6、7の皿は丹塗りで、丹の残りは良い。 8は丹主主りで、

盤と考えたが、台付盟の可能性もある。 10の土師器は、丹塗りの高盤と判断したが、台付血の可能性も

る。以上の遺物はすべて8世紀末から 9世紀初頭である。また、 12の土錘も出土している。

以上のように、 SB239~241は 8 世紀末~9 世紀初頭に建てられたもので、それぞれで、平面形や規

模に違いがあるが、連続して建て替えたものと考えら
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第33図 6-2次調査住居跡出土遺物 (11、12は1/2、その他は1/3)

なお、第33図-1に示した須恵器の皿は、 SD239"-'241の切り合いを検出する以前、 1軒の住居跡と

して調査していた段階で出土したもので、いずれかの住居跡に所属することは間違いないが、正確な所

属が不明なものである。口縁端部に撫でによる面取りが見られる。時期は8世紀末"-'9世紀初頭である。

溝

8D309 (第31図:50p、第34図:53p) 

調査区の南東端で検出した溝で、調査区を南東~北西方向に横切っている。第34図に断面を示したよ

うに、自然堆積で、全体的に水が流れていたのではなく、細い流路が方向を変えながら少しずつ埋没し

ていったと考えられる。底は沖積層に達している。埋土の中で、 11層の暗灰色土は目立つている。

遺物は、第35図-1 (54p)に示した土師器の饗と2に示した土馬の足が出土している。 1は8世紀

代である。

井戸

8E202 (第34図:53p) 

調査区の東端で検出した井戸跡で、 2つの井戸が切り合っている。 SE202-2は、沖積層まで掘り下

げであり、それが埋没した後で、 SE202-1を掘っている。 SE202-1は沖積層に達する前に掘削を止

めている。これの埋土は自然堆積ではなく、ブロック状の土が投げ込まれたような状態である。新しい

井戸を掘り始めたが、何らかの理由で掘削を止め、すぐに人為的に埋め戻したと思われる。

出土遺物は第36図 (54p)に示した。いずれもSE202-2から出土している。 1は10世紀後半"-'11世

紀前半の灰軸陶器の碗で、内面に刻書がある。軸がかかっているため、刻書は良く残っている。細い棒

状の道具で書いており、書き順はわかるが、破片のため文字なのか記号なのかは不明である。 2"-'8は

灰軸陶器の腕である。 2、5は焼成が悪い。 3、4、7は、内面に重ね焼きの痕跡がある。 7、8は底

面に糸切り痕が残っている。 8は、器形から灰軸陶器と判断したが、胎土に砂が多く、山茶碗のような

印象を受ける。時期は、 2と4、7が10世紀中葉~後葉、 3が11世紀前半、 5が9世紀後葉、 6が10世

紀後半"-'11世紀前半、 8が11世紀後半である。また、 9の土錘と10の不明土製品も出土している。

出土遺物を見ると、 9世紀後葉から11世紀後半まで200年ほどの開きがある。 SE202-2は自然堆積

のため、少しずつ埋まっていったと思われるが、 200年は長過ぎる。 9世紀の遺物は混入であり、遺物
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第:36圏 SE202出土遺物 10 は1 の他は1

10世紀中葉以降に廃棄さ

SE202-1はその直後に掘られた

なお、 SE202-1から

SD3-li、312(第31

SD311は、

が違うため

形区画を作コてい

主苦35区1-3 

く残っている。

と して、 11世紀後半には完全に埋没し られる。

ら、 1 るのが妥当である。

ο
 

、、/ {
 

直行してSD311につながっている。

しているため、両者は同時に存在し、

した須恵器の杯と4

ある。

出土している。 3 ら 削り

り ところで検出し

の2面白の可

さらに上である

山の砂層の中に灰色土が落ち込んでい

能性もあるが、検出国はす丸でに地山の砂層である

ために

もの、である。

いノ

これらは方形の土坑の中に円形の土坑がある

SF334は、長方形の土坑の南端に円形の土坑を2

いる。

調査区内で組み合うものはなかっ

している。

した掘立柱建

いる ο 4つ才先出し

掘立柱建物跡の一部である可能性は十分に考えら
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6 6-2次調査奈良・平安時代1面目の概要(第37図:56p) 

調査区の西端で標高13.9m、東端で標高13.7mであり、調査の西から東に向かつて緩やかに傾斜して

いる。表土除去後、鎌倉時代以降の調査面が現れたが、遺構が認められなかったため、すぐに掘り下げ、

この面の調査にかかった。

ただし、鎌倉時代以降の調査面から、奈良・平安時代の調査面まで掘り下げる際、 L85区で、 16世紀

後半'"'-'17世紀前半の内耳鍋が数個体分まとまって出土した。遺構がある可能性が十分考えられたため、

掘削を中止して遺構検出に努めたが、遺構に関する手がかりはまったくつかめなかった。そこで、これ

らの内耳鍋は、包含層出土として後に報告するが、検出が非常に困難な遺構があった可能性は、なお残

っている。

さて、奈良・平安時代の調査面では、土坑と溝を検出した。遺構密度は低く、遺物量も少ない。また、

調査面の土層は褐色土で、遺構埋土もこれに似ているものが多く、全体的に遺構検出は難しかった。

土坑

SF290 (第37図:56p) 

埋土は褐色土の単一層で、検出は難しかった。第39図-1 (58p)に示した土師器の皿が出土してい

るが、時期判定は困難である。丹塗りで、内面の丹は残りが良く、外面の丹は剥落が激しい。祭組関連

の土坑かもしれない。

SF294 (第37図:56p) 

埋土は褐色土の単一層で、検出は難しかった。第39図-3 (58p)に示した土師器の杯が出土している。

時期判定は困難である。外閣は指頭圧痕が残り、粘土の積み上げの痕跡も顕著に残っている。内面は工

具によって撫でている。この撫では口縁直下で終っており、口縁内側の撫でていない部分には、粘土が

帯状に残っているため、口縁を内側に折り曲げたようになっている。小型の土器で、手裡ねに近い作り

であることから、祭示日用と思われる。

SF295 (第37図:56p) 

埋土は褐色土の単一層で、検出は難しかった。第39図-4 (58p)に示した須恵器の費が出土している。

口縁に近い部分だけで、他の部分は出土していない。このことから、第39図-4 (58p)に図示した破

片を土坑に捨てたような状況である。須藤器の時期は8世紀前半であり、土坑もこの時期であろう。

SF296 (第37図:56p) 

埋土は暗褐色土の単一層で、検出は難しかった。遺物は出土していないが、検出面から考えて、奈良・

平安時代に収まるであろう。

SF297 (第37図:56p) 

埋土は暗褐色土の単一層で、検出は難しかった。第39図 5 (58p)に示した土師器の杯、 6に示し

た土師器の饗が出土している。 5は8世紀後半'"'-'9世紀初頭の土師器で、口縁部を強く撫でて端部をつ

まみあげているため、口縁内側には沈線のような窪みができている。そして、この土器の底には「川西j

の墨書が見える。天竜川の西という意味であろう。今は、笠井若林遺跡は天竜川の西にあるが、この土

器の時期、 8世紀'"'-'9世紀の天竜川は、笠井若林遺跡の西側、現在の安間川付近を流れていたと言われ

ており、そうすると、笠井若林遺跡は天竜川の東側になる。 i川西」が天竜川の西側を意味するものだ

とすると、この土器は、天竜川の西側で焼かれたもので、笠井若林遺跡に持ち込まれたことになる。

6の費の時期は不明である。

SF298 (第37図:56p) 

埋土は暗褐色土の単一層で、検出は難しかった。第39図一 7(58p)に示した土師器の饗が出土して

いる。時期は8世紀末'"'-'9世紀初頭である。

-55-
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第3節 と

5-2次調査鎌;脅時代以降調査国の械襲

調査区の地形は、北端で標高12.8n口、南端で12，5r11と、 v、一

っている。

宇

一

江戸時代以降に

は、講を 主要な方向は北西~

と

らいく

に出し

、?金中

している。北端に

これに直行する

らこ。

断面観察から、

り直し

b 

長期

ら平安時代の土器が一括廃棄

ーユー
-'> 」

出j二i毒物から13←位品己

出二tした。これら 後にド躍で調査した平安時代の遺構から出土し し、

その解釈が課題とほっ

SD10'1も15世紀に掘ら と考えられ、江戸時代以降に A度掘り直されている。ま
γ 

L. ら

土した平安時代の土器も、後に下層で調査する平安時代の遺構から出土し

これらの組に、江戸時代以降の掘り誼しの痕跡は、 SD109でも認めら

と接合した。

このように、この調査面では、奈良時代、または鎌倉時代から

に続く溝が数本見られる。鎌倉時代以降の主要な土地利用は、

らに水を引くための溝であろう。特にSD108は平安時代から

持っていたと考えら

SDi02 (第40図:60p) 

まで=長期にわたって断続

国や畑と考えられることから、それ

に続く溝で、土地を匹画する性格も

中央を北西~南東に延びている講で、調査区の南端付近で終っている。埋土は淡樗j色土の単

一層であるため、短時間で埋没したと考えられる。検出は容易であった。 r需が終る部分で辻、
くなり、構が膨らむような形で、殺っている。

ら13世紀の溝と考えられるが、 j脅が終る部分、第40堅Hこ土器出土状況と示した範屈で、
41図に示したように土器が集中して出土した。すべて平安時代、 9世紀代の土器である。

きるの}立、さら 出

られなかった。

13世紀の土器は1 して、この一括出土した土器の中では、あまり接合しないため、

当初から破片の状態で一語廃棄し

ら平安時代の土器が一括出土す

る理由は不明であったため、

下層で平安時代のSF274やSl-l208 出土し、中にSD102で出土し

土器と同ーと思われる土器が含ま ら出土した土器と、 SD102でー描出土

、SF274やSH208は、 SD102のし

にある

土器、

と開ーの土器である

ば耕作な

し

し

、下層にある平安時代

l 

と接合している。

されたい。 SF274、SD102のどちら

59 

い。考えられるとと

し、その時に出土した

ら出土した

-2 (31p)に掲載し

ら見ても一括資料として扱う
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ことができるため、同一土器を 2つの 1S1溜に掲載しである。

ワ
ι司J

Q 、S1-:1208-P5から出土した土器と

と同ーの土器である。これも 1の土器と

している。これは第14:g1
SH208、SDI02のどちちの遺

可

-:;:J しである。

3、5、7 も9世紀中葉である。 3 られも良く してt!)る。

Q の灰粕陶器の血である。

1、3、5、

い。 4、6は9

9 f土、 9

後半

の土;坑に属、すると考えら
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瓦

と整合することからも

にしか残っていない。 12も り

りで、内面の丹は良く残るが、タト商

いている

も9

しい。 l4、15は9世紀前半の土師器の血で、 14が丹塗りであるが、外面の丹は剥落が激しいむ 15

しい。 16は土師器の嚢で、口縁部をつまみあげているというよりも、これは折り曲

時期は9世紀前半である。

以上のように、 9世紀前半の土師器がややまとまっているが、下層で9世紀前半になる可能性がある

遺構は少なく、溝ではSD301、SD306、掘立柱建物跡ではSH20?、SH212が9世紀前半になる

あるが、 SH207、SH212は、他の掘立柱建物跡との関連から 9世紀後半の可能性の方が高い。したがって、

SD102から一一括出土した9世紀前半の土器は、 SD301、306あたりを破壊した際に出土し

ないが、共に遺物の多い溝ではなく、この両溝からの出土遺物とSD102の出土遺物の間に接合関保は見

られない。このことから、調査区外の別の遺構を破壊し、その遺物を捨てていると考えた方が良い。

17は山茶碗で13世紀である。 ら、渥美 e湖西産である。

ある。ま
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SO"108 (第40図1:ら旬、 第43図:65p) 

調査区を北西~南東方向に延びる講で、平安時代から江戸時代以降に に埋められるまで断続的

に続く溝である。最初に検出したのはこの面で、 であっ この面での調査後、さら り

の面で、同ーの場所で古代にも悩つ

降まで断続的に続く溝と判断し~。

できたため、古代から江戸時代以

こで、奈良@平安時代の調査面で記録した断面図 図:30p) とこの面で記録した断面図

ると、第43図のようになるの

この断面からもこの溝、が最初にi屈られてから江戸時代以降に埋められるまでの経過を見ることができる。

第42臨 24、25，に示した灰紬陶器は、時期判定は困難だが、これらの遺物から考えて、最初に

られたのは、平d安時代と思われる。その後、 3 回ほどの掘り返しの後、 Ll~ 8層が堆積して埋没して

いく。 4'''81冨は下に行くほど砂質が強くなっていき、 7、8層は砂であることから、

ら堆積していったことがうかがえる。 4層まで堆積した時点でこの講は埋没し、一度機能を失う。

鎌倉・室町時代になってから再び掘り返され、 2層、 3層が堆積していく。 3層が堆積したとこ

ろで、再:び、この講は埋没して機能を失ったようである。そして、江戸時代以降に最後の摺削が行われ、

最後は1層が堆積して、このi曹は終っている。 1層は、褐色土、灰也土、黒灰色士の圏まりが入り混じ

った層で、自然に堆積する土層ではなく、人間が土を入れて埋めたと考えられる。

この溝は調査区の北側、 2次調査Eに延びており、当研究所2002で報告したSD10、14，--....16のいずれ

につながると思われるが、 SD10、14"-'16は、平安時代までさかのぼる溝ではなく、その点でSDI02

の時期幅に合わない。おそらく調査区外で西側に方向を変えているのではないかと思われる。

また、このような溝は土地の区画溝になる可能性を考えられるが、江戸時代以降の地籍図を見る眠り、

この溝に該当する地境はない。ただし、この辺りの地壊は、北西~南東方向であり、 SDI08もこれに平

しているため、これまで知られていない地境の可能性がある。

S口109(第40囲:

調査区南端で検出した北京~南西方向の講である。これも第43図に断面を示したように、掘

りなおした部分(圏中の]層)が見られる。図示できる遺物は出土していない。 9世紀前半の灰軸陶器

出土しているが、流れ込みであろう。

8D'I12 (第40図:

調査区の西端で検出した溝で、 SD104、105に切られている。深さは20crr1程度だが、 5m近い幅がある。

埋土は黄褐色土の単一層である。 15世紀中頃~後半の瀬戸@美濃の縁紬皿が出土している。

5D104、105，"106、iI 0、11I (第40図:60p) 

これらは小規模溝群として一括する。いずれも東西方向に掘られており、黄褐色土を埋土としている。

検出は容易であった。

2 5 -" 1次調査謙議時代以降調査閣の概要(第44図

い調査匹であったため、調査区内での地形変化はなく、 である。また、西端と南側は撹乱で遺

いた。

遺構密度は比較的高く、この調査区では、溝を10本近く検出した。ほとんどの溝が東西、もしくは南

北方向に延びており、調査区内で産角に曲がる溝も見られる。これらは、 2次調査で検出した溝と連続

するものがあり、その際に検出した掘立柱建物跡を囲む方形区講となる可能性が高い。他の構も方形区

画をなしている

南側に隣接する 5-2次調査区では方形区画を作る溝は検出じていないため、この調査区で東西方向

方形区画集落の南端を示していると考えられる。
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第44図 5-1次調査鎌倉・室町時代遺構分布図と主要遺構断面図
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第4節遺構外出土遺物

第45図 (69p)に5次調査で出土した遺物、第46図 (71p)、47図 (72p)に6次調査で出土した遺物

を掲載した。 6-2次調査は、江戸時代以降の耕作で、奈良・平安時代の遺構をかなり破壊していると

見えて、耕作土から多くの遺物が出土した。特に6-2次調査では、 8世紀後半の遺物が多い点が注目

される。

1 5次調査出土遺物

第45図-1は、灰紬陶器の碗であるが、これは器形から灰軸陶器と判断したもので、胎土は須恵器そ

のものである。時期は10世紀前半である。 2は8世紀後半の須恵器の坪である。内面に自然紬が見られる。

小型の箱形坪になると思われる。 3は須恵器の広口の壷で、 7世紀後半になる。 5次調査では7世紀の

遺構は検出していないため、特異な存在である。 4、5は10世紀前半と思われる灰軸陶器で、共に重ね

焼きの痕跡がはっきり残っており、底面には糸切痕が見られる。また、 4の焼成は良くない。 5の底部

には「二万Jの墨書が読み取れる。吉祥句であろう。 6は須恵器の壷の底部で、内面の口縁直下と思わ

れる部分にだけ自然紬が見られる。時期は8世紀代である。

7は土師器の坪で、 9世紀前半である。口縁の内側を強く撫で、わずかにつまみ上げているため、口

縁内部に沈線が走っているようになっている。

8は、 9世紀前半の土師器の坪で、丹塗りである。これも口縁の内側を強く撫でており、沈線のよう

になっている。 9は、土師器の嚢で、口縁部が平唱に近くなり、口縁先端をわずかにつまみ上げている

ことから、 8世紀代であることは間違いない。 10は、 9世紀代の土師器の杯で、器形から見て、灰軸陶

器の模倣と思われる。

11は13世紀中噴~後半の山茶碗で、砂質の強い胎土から見て渥美・湖西産である。 12も渥美・湖西産

の山茶碗で、 13世紀中頃~後半である。 13も渥美・湖西産の小皿で、 12世紀末""13世紀初頭である。

14は、 17世紀代の内耳鍋である。内耳の部分は残っていない。 15は土製品であるが、形は不明である。

16"" 18は土錘である。

2 6次調査出土遺物

第46図-1は、 8世紀前半の須恵器の坪で、灰白色の胎土から見て渥美・湖西産である。外面には撫

でによる凹凸が顕著である。 2は、須恵器の箱形杯で、 8世紀後半である。底部は一回転の削りで平坦

になっている。 3は、須恵器の杯で、内外面共に強く撫でている。底面には不定方向の削りが見られる。

時期は8世紀後半である。 4も8世紀後半の須恵器の坪である。底部がやや厚く、重量感が感じられる。

5は、須恵器の杯で、底面は削りが顕著に残っている。高台の撫でも強く、削りに近い。時期は8世紀

後半である。 6は、にぶい黄樺色で、土師器に見えるが、焼成は大変硬く、須恵器という判断もできる。

当初は須恵器と考えていたが、 9世紀後半以降の可能性が高いことから、須恵器よりも土師器と考えた

方が妥当であろうと判断した。 7は須恵器の杯で、底面が高台よりもわずかに下に飛び出している。時

期は8世紀前半である。 8は須恵器の皿で、口縁部に撫でによる面取りが見られる。時期は8世紀後半

である。 9は須恵器の皿で、高台が付くタイフである。口縁内側に強い撫でによる面取りが見られる。

10は須恵器の坪と判断したが、坪の割には重量感があり、壷の可能性もある。底面は一回転の削りで平

坦に仕上げてある。時期は8世紀後半である。 11は須恵器の壷で、外面に自然軸が見られる。時期は8

世紀代である。 12は須恵器の壷であるが、時期判定は困難である。 13は須恵器の費で、外国に発色の悪

い自然紬が見られる。時期判定は困難である。

14""20は須恵器の蓋である。 14は、端部の返しに接合痕が残っている。時期は7世紀後葉である。 15

は、強い撫でによって端部を折り返している。時期は8世紀中頃である。 16は、端部を撫でて三角形に

仕上げている。また、外面に自然紬が見られる。時期は8世紀前半である。 17は灰白色の胎土から、
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第45図 5次調査包含層出土遺物 (15'"'-'18は112、他は113)

湖西産と判断できる。天井部は削りで平坦になっており、つまみのつかないタイプと思われる。端部は

撫ででつまみ出して、さらに外反させている。時期は8世紀後半である。 18は8世紀後半で、墨痕が見

られるが、硯のように磨った痕跡はない。天井部は削りが顕著である。端部は撫でによって折り返して

いる。時期は8世紀後半である。 19はつまみが取れている。端部は撫でによって三角形に仕上げてある。

時期は8世紀後半である。 20は灰白色の胎土から、渥美・湖西産と判断できる。天井部にはつまみが取

れた痕跡がある。端部はわずかにつまみ出している。時期は8世紀前半と思われる。

21'"'-'28、30、31、37は土師器の郎で、すべて丹塗りである。 29、32'"'-'36は皿で、 33を除いて丹塗り

である。時期は特記しない限り 8世紀後葉である。 21は、口縁の内側を強く撫でて、沈線状になって

いる。 22は内外面ともに丹がよく残っている。 23も内外面共に丹がよく残っている。そして、口縁を外

反させる特徴がある。 24は8世紀末まで時期が下る可能性がある。内面の丹は良く残っているが、外面

の丹は剥落しかけている。 25は内外面とも丹が剥落しかけている。 26は内面の丹が良く残っており、指

先で塗ったような痕跡が観察できる。 27は外面で丹の剥落が著しい。 28は口縁を外皮させている。丹の

残りは良い。 29は皿と判断したが、腕部が丸く立ち上がるため、坪とも考えられる。丹塗りであるが、

内外面共に煤が付いたように黒い部分がある。 30は箱型のような坪である。口縁内側に強い撫でが見ら

れる。 31は内外面とも丹塗りであるが、煤がついたように黒くなっており、汚れた印象を受ける。 32は

口縁をやや外反させる特徴がある。これも煤がついたように汚れた部分がある。 33は丹塗りではないが、

内面を磨いて黒色にしてある。内黒土器と呼ばれるものである。 33の時期は、単独では判断できない。

34は口縁部をやや外反させている。 35は内面に暗文が見られる。 35は8世紀前半である。 36は口縁部
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をやや強く撫でて外反させている。 37は丹塗りであるが、煤がついたように黒くなっており、汚れた印

象を受ける。煤がついて汚れたようになっている土師器が複数見られることから、意図的に黒くしたと

思われるが、詳しい原因は不明である。

第47関-1"'4は土師器の嚢である。 1は口縁部までハケ目が見られる。時期は7世紀代である。 2

は外面にハケ巨調整と共に、棒状工具か、櫛状工具による横方向の調整が見られる。また、内面には棒

状工具による撫での後に、板状工具で撫でた跡が見られる。時期は8世紀後葉である。 3は頚部内側の

粘土接合痕が顕著に残っている。時期は8世紀後葉である。 4は、口識をつまみ出した際に端部が肥大

したように厚くなっている。時期は8世紀後葉である。

第47図-5"'9は灰軸陶器である。 5は10世紀前半の灰軸陶器の碗で、胎土から見て浜北産である。

6は内面に重ね焼きの痕跡が顕著である。時期は10世紀前半である。 7は内閣に軸が塗られ、良く発色

している。時期は9世紀前半である。 8は胎土から浜北産と思われる。時期は10世紀後半である。 9は

内面に軸が見られる。灰紬胸器であるが、砂質の強い胎土は山茶碗に良く似ている。時期は11世紀前半

である。

10は、 14世紀代の古瀬戸の小皿である。 11は灰軸陶器の皿で、内面に塗られた軸が良く発色している。

時期は9世紀後半である。

12は土師器の小皿で、指頭による圧痕がよく残っている。時期は16世紀"'17世紀前半である。 13も土

師器の小皿で、内面は工具を使ってきれいに撫でてある。時期は16世紀"'17世紀前半である。

14は須恵器の短頚壷で、外商に自然軸が見られる。時期は8世紀後葉と思われる。

15"'18は山茶碗である。 15は渥美・湖西産の山茶碗である。高台がしっかりした作りで、 12世紀前半

と考えられる。 16は高台に籾殻の痕跡が見られる。 12世紀末である。 17は高台が低く潰れたようになっ

ており、籾殻の痕跡が顕著に見られる。時期は13世紀前半~中頃である。 18は底面に糸切痕が見られる。

底部は分厚く、高台を付けた後の撫でも雑である。内面には煤のような黒い付着物がある。時期は13世

紀前半である。

19"'21は内耳鍋である。 3点とも16世紀後半"'17世紀前半で、かなりの煤が認められる。

22はミニチュア土器である。内面には指先を入れて回しながら撫でた後が見られる。 23は土器の高台

部で、手担ね土器と思われる。指の跡が顕著である。

24と25は不明土製品である。 24は土馬の足かもしれない。 26は土馬の足である。
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第VI~撃まとめ

第 1鯖笠井若林遺跡5 • 6次調査全体につい

今回の調査では、 5次調査で平安時代の掘立柱建物跡を検出した。憧武遺跡群、笠井若林遺掛とその

周辺遺跡のこれまでの調査で、大規模な祭最巳跡の検出と祭記用遺物の出土、墨書土器や硯など文字に関

わる資料の出土などから、宮衛関連遺跡が存在する可能性が指摘されてきた。

今回の掘立柱建物群の検出は、建物の性格は、さらに検討を要するが、宮街関連遺跡の一角に当たっ

ている可能性を十分に考えて良いであろう。

6次調査では、奈良時代の集落跡を調査した。笠井若林遺跡の 3次調査では、 6次調査区の南側で奈

良時代~平安時代の集落を調査しており、今回の調査と合わせて、笠井若林遺跡における集落の南北範

囲を確定できたことになる。なお、笠井若林遺跡の7次調査では、東西方向の調査をしているが、住居

跡は発見されなかったことから、東西にはあまり広がっていないと考えられる。現在の標高では、今回

調査したあたりから東西方向は、標高が低くなっていることから、徴高地が南北方向に伸びていたと考

られる。 したがって、集落も南北方向に展開し、東西方向には広がらなかったのであろう。

2簡掘立柱建物跡について

1 規模

今回検出した掘立柱建物跡の規模は、周辺遺跡の中でどれほどなのか検討する。今回比較に使うのは、

奈良@平安時代の掘立柱建物跡に限る。

周辺遺跡で掘立柱建物跡を検出した遺跡は多い。笠井若林遺跡の周辺では、笠井若林遺跡の過去の調

査や恒武遺跡群で検出されている。南に下った宮竹野際遺跡では規格性の高い掘立柱建物跡が検出され

ている。伊場遺跡群では、伊場遺跡の他に梶子北遺跡でも大型のものが多く検出されている。笠井若林

遺跡の西にある下滝遺跡では奈良@平安時代に属するものだけで200軒近い掘立柱建物跡が検出されて

いる。

今回はこれらの遺跡で検出された掘立柱建物跡と比較する。規模の比較方法はいくつか考えら

1つは桁行、もしくは梁行の長さである。

面積である。ここでは梁行と桁行の長さ

積を比較する方が有効であろう。

という点では桁行の方が理解しやすい。もう 1つは建物

を建物面積とした。建物の規模を表わすには、面

そこで、第6表、 75p)に笠井若林遺跡、 i亘武西宮遺跡、伊場遺跡群、宮竹野際遺跡、九反田遺跡、

下滝遺跡で検出された奈長@平安時代の掘立柱建物跡を建物面積額に表示した。

これを見ると、今回検出したSH207とSH208は周辺遺跡で検出された掘立柱建物の中でも、大きな建

物に入る。ちなみに桁行の長さで比較すると、 SH207の9.1mというのは、 5番目になる。これは梶子北

遺跡で検出さ

た大型建物群には劣る

に匹敵する規模である。 SH208の6mは、 31番目で、梶子北遺跡で験出し

全体から見ると、やはり大きな規模である。

ちF

'- してSH209、210、211はむしろ小型の建物になる。しかし、第7表に示したように、

面積llljの軒数で比較すると、掘立柱建物跡では、 10~30m~のものが主体となっている。特に101出えのも

のが群を抜いて多い。したがって、 SH209の13mという面積は、小さい印象を受けるが、もっとも出現

軒数の多い面積であり、 SH210、211のように10n1に満たない大きさのものは、むしろ、小型という点

に特徴を見出すべきであろう。

さて、掘立柱建物跡の規模に多い、ばという面積は何を意味するのであろう この面積は、
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第7表に示したように、襟準的な竪穴住居の面積とほぼ悶じである。下、滝遺跡の調査成果から、奈良時

に入ると、竪穴住居が小型化し、平面形は不整形になる、寵が作られない、柱穴が顕著でなくなるな

どの現象が指摘された。とれは、住居の主体が竪穴住居から掘立柱建物に移行するに伴って、竪穴住居

の性格が、本来の住居から、掘立柱建物の付属施設に変化したことが指摘されている。

掘立柱建物のも;最も出現額度の高い面積が、竪穴住居の標準的な面積と一致することは、

が竪穴住居の代わりに建てられたことの根拠の1つになるであろう。

このように考えるとも SH207の30困、 SI-I208の26ばという面積は、竪穴住居の面積とさほど変わら

ない規模であり、竪穴住居に変わる住居跡というごとになってしまうが、やはり、柱穴の大きさ、深さ

は堅穴住居の柱穴とはー緯を画する。今回は規J模を判定できなかったが、 SI-I212も同様である。このこ

とから、住居レベルの建物とは考えられないのすなわち、家族単位のような集団が管理する建物ではなく、

さらに上位の集団が管理する建物と考えられる。とのことからも郡衝の一角に当たっている可能性を指

摘できる。

2 規格

これらの掘立柱建物跡の桁行方向を建物の主軸として、その方向を見る

められた G これは誼行する方向であり、建物群の一角を調査しただけである

ているようにも見える。出土遺物から検討した時期も、 9世紀後半でほぼ同時期

これらの建物を計画的に配置していた可能性が高い。

柱間距離については、平安時代に実在したとされる高麗尺と天平尺との

「コ」の字形に配列し

えられることから、

した。中央の園倍クラ

スの遺構は5j1Jとして、地方でこうし どれほど守られていたかは不明であるうえに、今回は柱根が

っていたわけではなく、柱の痕跡、が検出できたものはその中心、柱の痕跡が検出できなかったものも、

中心に柱が立っていたものと想定して、柱穴の中心で距離を潤った。そのため、高麗尺と天平尺

の5cm程度の差は測定誤差に埋もれ、てしまう G また、高麗尺5尺と天平尺6尺がほぼ一致することも考

と、今回の柱間距離の検討は、参考程度にとどめた方が良いであろう。

上記を踏まえた上で第4表

平尺にい植を示したこと

30cm程度の尺度を意識した上

を見ると、

天平尺を採用してい

してい

よりも

お検討を要するとしても、 1

に考えて良いであろう。

3師 憧武遺跡群 a笠井若林遺跡とその周辺遺臨での時期別遺構変選

今回の調査で、 とその周辺で行ってき

したように、

ひとま

ト1/、

た

よ

ーレ

ことになる。

うになっており、両遺跡の概要を知る

跡群と笠井若林遺跡の遺構の変遷を見ながら、

を提供している。とれら

をたどることに、する。

ら、恒武遺

図:
7 

o L り

に報告されている程度である。

されるのは5a:紀からである。この

5世紀の自黙i走路から、初期須恵器とともに、子持勾玉‘勾玉形、

どの石製模造品、木製農工具や武器形木製品、祭最E用水製品などが多量に出土し

も、!JJノ花遺跡、でJi検出した流路予と同ーと思われる流路を検出し、同様

ていない

有孔円

、恒武西

具が出土している。さらに、恒武西宮遺跡 1

されている。これらは、有力首長による

摺石製模造品などを埋納し

ことを示している。このこと
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第48図 恒武遺跡群・笠井若林遺跡とその周辺遺跡の主要遺構(古墳時代)
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を検出した。このように、笠井若林遺跡、の中で、

動していると同時に、住居跡が特定地域に集中する

このような集落は9世紀前

あたり

つにc このことと上記の笠井若林遺跡37失調査で検出し

、南北方向に細長い集落域を想定できるつ南北に細長
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害事50国 '1'宣武遺跡群@ とその関辺遺跡の主要遺構(鎌曾時代以降)
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ヰ節 繍童易室町時代遺物について

今回の調査で出土した鎌倉 e室町時代遺物の総量と当研究所が2004年に報告した恒武東覚遺跡で出土

した鎌倉荷室町時代遺物の総量を第8表にまとめたっこれは.菊川市(i日菊川町)

合調査や磐田市(I日福田町)元島遺跡、島田市矢崎遺跡、そして、恒武遺跡群の過去の調査などで実施

もので、今回の調査では、鎌倉 e室町時代の集落から外れた部分を調査し

室町時民の遺物は少ない。しかし、遺物総量のデータは悉皆調査をすることで、初めて活用できるため、

における基礎データの一環として掲載する。データの掲載方法は当研究所.2002に従

っている。

山茶碗については、時期に示した。時期は頂期、 13世紀が主体となる。産地は、

産であるため、編年は、後藤2004に従った。

~ìÞ;三二邑
113己フ立

鍋類は、元島遺跡(当研究所の分類によった。今回出土し

かりである。また、/::lj土場所は6- 次調査で集中して出土している。

すべて内耳鏑で、内湾形

かわらけは、成形方法で分類した。時期は161企紀"-'17世紀前半で、すべて非ロクロ成形である。

貿易陶磁もわずかながら確認できた。龍泉窯系の碗類以外は、 16世紀の白磁を確認しただけである。

@美濃系施軸陶器も少ないが、確認できたため、第8表にまとめた。編年は、藤j畢良祐

氏の編年によっている。

菊川町教育委員会2000~模地域跡総合調査報告書 資料編』

後藤建~2004 I渥美匂湖西中位窯の概観J ~東海地方山茶碗研究の現在と課題』文部科学者特定領域研

究「中世土器・陶器編年研究と流通様相の年代í'j~解明 J 斑

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所1999~元島遺跡 1 (遺物 m 考察編1 鎌倉。室町時代一) ~ 

浜松市博物館1997~梶子北遺跡 遺構編』 財団法人浜松市文化協会

浜松市立郷土博物館1977~伊場遺跡遺構編』浜松市教育委員会

浜松市博物館1994~下滝遺跡群』財団法人浜松市文化協会

浜松市博物館1994~宮竹野際遺跡 2~ 財ム団法人浜松市文化協会

業遺跡』

恒武東賞遺跡の追加資料(第51図、第9表

史陶磁史編四』

ヲア

宅ヨ e 陶器生産について

浜松市恒武町にあるi玄武東覚遺跡については、当研究所2004~'I宣武東覚遺跡』

その後の追加資料を下記に報告する。追加するのは3点の山茶碗である。いずれも

面に墨書が見ら

『静岡県の窯

あるが、

@湖西産で、底

1は、文字か記号か不明だが、筆の運びから、図中に示した向きと判断した。 2は I}11 Jの文字が読

3は、ウ冠のような文字の一部と、その下に「口」を書いてあるようである。そして、その

下にも墨書があるようだが、読めない。一番近い文字としては「宮」が考えら
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第 8表 笠井若林遺跡、恒武東覚遺跡出土の鎌倉・室町時代遺物一覧表

山茶碗時期別分類一覧項目 破片数

山蕃酔LI!__ 34 
ーーーーーー

山茶碗 34 

小皿

小碗

土師質土器類 109(12) 

かわらけ 2 
鍋類 107(10) 

その他

渥美・湖西産 1 
ーーーーーー

壷・護 1 (1) 

瀬戸・美濃産 4 ー回目ーー
皿類 l 

器種不明 3 

完易E訪j蒐ーー 5 
ーーーーーー

青磁

碗 3 

器種不明 1 回目岡田回目
白磁

珂=

沼山さえーー 2 
ーーーーーー

皿類 2 

合計 155 
調査面積 4350rr:t 

1rr:tあたりの点数 0.04 

渥美・湖西 I期 渥美・湖西E期 渥美・湖西E期
碗 2 (2) 9 (9) 23 (23) 

小碗

小血

合計 2 (2) 9 (9) 23 (23) 

かわらけ分類一覧

| ろくろ |非ろくろ l
iI  2 I 

鍋類分類一覧

内耳鍋(くの字型) I内耳鍋(内碗型)I内耳鍋(半球型)
104(8) 

貿易陶磁分類一覧

器種名 分類 年代 破片数

龍泉窯系B1類 13世記

青磁
碗類 龍泉窯系E類 (12世紀後半以降)
龍泉窯系B類 12世紀 1 

不明破片 不明 l 

白磁 坪 16世紀 1 
合計 5 

¥主ゾ
午〉
。 1 :3 

X4二子グ

@) 
ご209

100m 

第51図 恒武東覚遺跡の鎌倉・室町時代資料(追加)

第 9褒 恒武東覚遺跡の鎌倉・室町時代資料(追加)の一覧表
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20cm 
b 

6 5D280 
6 SD281 
SD282 
SD283 N620 W 

|… SD2811 NS90W (奈良・平安時代)

SD2s5 N550 W 〈奈良・平安時代〉

SD286 日400W 〈奈良・平安時代)

SD237 
SD288 N290E 〈奈良@平安時代)

SD239 17cmI 11520 E (奈良・平安時代)

5D290 iOcm 向。E (奈良・ りc

SD291 llcm N770 E (奈良ー

」司耶 N150W (奈良 e平安時代)
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欠番

K5~)'-----K仰の灰紬陶器あり。

方形i三殴溶か

方形区西海7J、

40cmX 50cm 1 
60cm X 60cm I 
75C1ll X 75cIl! I 
70cmX70cm 1 
~Ocrn>< 8Dc由 1
40cm >( 40cm I 
48cm>(48cm i 
5 5crn >く 65cm
50cm >( 95cm 
60cm X 60cm I 
48crnX 54crn 
40CIEX 45cI!1 
55仁m><G5cm 

120cm>〆20()cm

50c皿X55cm 
65cm X 80cm 
70cm>く55cm

65cm><70cm 
38cm>< 3~cm 
42cm A 54cm 
35cmX35cm 
6[)c現X60c!TI 
62cm X 74cm 

25cm>< 55cm 
45cmX 50cm 

~ 84 



いマ~
昨…

コー
一
一
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代

一
期
降
、
時
時
時
符
時
時
時
時
時
時
時
時
時

一
位
三
女
安
安
安
安
安
安
安
安
安
安
安
安
安

一
一
一
千
豆
一
一
千
平
平
平
平
手
豆
五
平
平
平
平

一
一
奈
良
良
良
良
良
良
良
一
良
良
良
良
良
良

一
一
慎
一
保
保
保
川
崎
情
味
情
崎
慎
情
惜
山
崎
一
倍

「

J
i
l
l
i
t
-
-
i
l
l
l
l
i
l
-
-

A
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

-
2

四

m
m
m
E
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

T
一
松
山
駅

K
N
山
配
山
内
バ
山
山
山
一
川

一
深
「
!

一
一

m比
巾

川

肌

山

市

川

川

山

和

川

m叫

m胤
刊

山

刊

M
m川

m山

mu

r

明

ρ
u
p
u
f
d
η
し

ρ
U
吋
し
ハ
し

ρし

reti~η
し

qし
ハ
し

p
u

一さ一

hwm訪
問
山
日
幻

m
m
m
M
M
M
m

一
き
一
〉
ヘ
ハ
×
×
×
×
×
×
×
一
×
×
×
×
×

プ
¥
一

m
m
m
m
m
旧

m
m
m
m
m
m
m

吋
寸
ノ
2

、一、
ρし

ρし
の
し

ρ
u
ρ
し

ρ
l
u
f
u
ρ
し

f
J

をし

」首F

j(丑'i'

SD102出土遺物と接合する。

SF275出土遺物と接合する。
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9世紀前半

S世紀後半
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図 図中 図版 出土遺構 種別 器種 時期 口径 最大径 底径 向台径 器局 色調 残存 反転 備考

番号 番号 番号 (c凶 (c凶 (cm) (c凶 (c凶 率 実測

30 13 SX232 土師器 霊童 8世紀代? 25. 5 にぶい黄穣 20% 。
33 SB239~241 須恵器 皿 8世紀末~ 14.2 10.3 2. 3灰 10% 。

9世紀初頭
33 2 SB240 須恵器 盤 " 21.7 4.3 灰白 25% 。渥美・湖西産?
33 3 SB239 土師器 珂て " 11. 6 7. 1 3.0穫 65% 丹塗り

33 4 SB241 土師器 坪 " 13. 6 3. 6穫 20% 。
33 5 SB241 土師器 杯 " 14.0 8.8 4.0種 20% 。
33 6 23 SB241 土師器 血 " 16.6 2.4 にぶい黄燈 40% 丹塗り、盤?

33 7 23 SB241 土師器 血 " 20. 2 17.0 2.3 にぶい黄穫 75% 丹塗り

33 8 SB241 土師器 高盤 " 7. 6 樫 10% 。丹塗り、台付皿?
33 9 SB240 土師器 高猿 " 6. 9 にぶい黄櫨 10事 。丹塗り、台付血?
33 10 SB241 土師器 高猿 " 9.0 浅黄撞 15% 丹塗り、台付皿?

33 11 SB240 士製品 土錘 ? 1.2 にぶい黄燈 85% 
33 12 SB241 土製品 土錘 ? O. 9 にぶい黄燈 90% 
35 SD309 土師器 饗 8世紀代 5.0 燈 30% 。
35 2 SD309 土製品 土馬 ワ 2. 9 4.2 にぶい燈 土馬の足

35 3 SD311 須恵器 事ヰ 8世紀代 14.4 4.9 灰白 25% 。
35 4 SD311 土製品 土錘 ? O. 9 5. 0 灰白 90% 

36 24 SE202 灰粕陶器 碗 10世紀後半~ 6. 6 灰白 10百 。刻書土器
11世紀前半

36 SE202 灰利陶器 碗 10世紀中葉~後葉 6.2 灰白、灰 10% 。
36 SE202 灰紬陶器 碗 11世紀前半 5. 2 灰白、灰 10% 。
36 4 SE202 灰勅陶器 碗 10世紀中葉~後楽 6. 2 灰白、灰 20% 。
36 SE202 灰粕陶器 碗 9世紀後葉 7.6 灰白 15% 。
36 6 SE202 灰紬陶器 碗 10世紀後半~ 6. 8 灰白 30% 。

11世紀前半
36 7 SE202 灰勅陶器 碗 10世紀中葉~後葉 6. 2 灰白 20% 。
36 8 SE202 灰利陶器 碗 11世紀後半 5. 8 灰白 15% 。山茶碗?
36 9 SE202 土製品 土錘 ? O. 9 にぶい黄燈 90% 
36 10 SE202 土製品 不明 ? 1. 9 3. 1 浅黄櫨
39 SF290 土獅器 皿 ? 13.4 9.0 2. 2 にぶい黄櫨 20事 。丹塗り
39 SF293 土師器 杯

8t世紀後半~ 11. 8 8.0 3. 2 にぶい黄櫨 15% 。丹塗り
9世紀初頭

39 3 SF294 土師器 向く ? 10.2 4.6 4.2 灰褐 97% 祭市E用
39 4 SF295 須恵器 費 8世紀前半 23. 8 灰褐 10% 

39 24 SF297 土師器 坪
8世紀後半~ 12.9 6.0 3. 6 にぶい黄穫 50% 。墨書「川西j
9世紀初頭

39 SF297 土師器 費 勺 6.0 にぶい黄穣 10% 。
39 7 SF298 土師器 費 8世紀末~ 24. 2 にぶい褐 25% 。

9世紀初頭
42 SDI02 灰紬陶器 碗 9世紀中葉 15.4 8. 2 5.0 灰白 50% 第16図-2と同
42 2 SDI02 灰紬陶器 碗 9世紀後葉 20. 0 9. 2 5. 9 灰白 50% 。第14図-1と同一
42 3 SDI02 灰紬陶器 碗 9世紀中葉 7.4 灰白 10% 
42 4 SDI02 灰紬陶器 碗 9世紀後葉 6.0 灰白 10% 。
42 SDI02 灰粕陶器 碗 9世紀中葉 6. 0 灰白 10% 
42 SDI02 灰紬陶器 碗 9世紀後葉 6. 2 灰白 10% 
42 7 SDI02 灰勅陶器 碗 9世紀中葉 7.0 灰白 10% 
42 8 24 SDI02 灰勅陶器 皿 9世紀中葉 14.1 7.0 2.4 灰白 60% 
42 9 SDI02 灰紬陶器 宜古E 9世紀後葉 16. 2 灰白 10% 。
42 10 SDI02 土師器 均t 9世紀後半 6. 8 黄灰 10% 
42 11 SDI02 土師器 杯 9世紀前半 12.6 4.8 3.2 援灰 10% 。丹塗り
42 12 24 SDI02 土師器 珂t 9世紀前半 11. 8 5. 6 3. 1 黄灰 40% 。丹塗り
42 13 SDI02 土師器 杯 9世紀前半 12.0 6. 2 3.0 燈灰 30% 。
42 14 24 SDI02 土師器 血 9世紀前半 14.8 10.3 2.0 撞灰 50% 丹塗り

42 15 SDI02 土師器 血 9世紀前半 13.8 11. 0 1.5 樫灰 10% 。
42 16 SDI02 土師器 雪量 9世紀前半 23. 5 燈灰 10百 。
42 17 SDI02 山茶碗 碗 13世紀 6.4 灰白 10% 渥美・湖西産

42 18 SDI02 石製品 砥石 ? ? 

42 19 24 SDI03 灰紬陶器 碗 10世紀後半 13.4 6.6 3.8 灰白 50百
42 20 SDI03 灰紬陶器 段血 10世紀後半 14.8 灰白 10% 。
42 21 SDI07 灰紬陶器 碗 9世紀中葉 15.6 灰白 10% 。
42 22 SDI07 灰粕陶器 碗 9世紀中葉 7.8 D<白 10% 。
42 23 SDI07 灰紬陶器 碗 10世紀前半 5.4 灰白 10% 。
42 24 SDI08 灰紬陶器 碗 ? 7. 3 灰白 10% 。
42 25 SDI08 灰紬陶器 E古E ? 9. 2 灰白 10% 。
42 26 24 SDI0l 土銅器 霊童 8世紀代 13.0 15. 2 6.4 18.9 黄灰 70% 
45 包含層 灰紬陶器 碗 10世紀前半 8.4 灰 30% 。
45 包含層 須恵器 杯 8世紀後半 6.2 灰白 10% 。
45 3 包含層 須恵器 壷 7世紀後半 16.4 17. 6 灰白 10% 。
45 4 包含層 灰紬陶器 碗 10世紀前半? 7.4 灰白 10% 。
45 5 24 包含層 灰紬陶器 碗 10世紀前半? 6.6 灰白 10% 。墨書「二万」
45 6 包含層 須恵器 壷 8世紀代 14.0 灰白 10%1 0 
45 7 包含層 土師器 杯 9世紀前半 12.0 3. 6にぶい黄櫨 10%1 0 
45 8 包含層 土師器 杯 9世紀前半 12.8 3. 2にぶい黄燈 10%1 0 丹塗り
45 9 包含層 土師器 蜜 8世紀代 28.6 29. 2 にぶい黄澄 10%1 0 
45 10 包含層 土師器 杯 9世紀代 8. 6 浅黄櫨 10%1 0 灰紬の模倣か

45 11 包含層 山茶碗 碗
13世紀中頃 7.0 灰黄 10%1 0 渥美・湖西産
~後半

ウ

i
口

δ
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T'C; 31廿紀後半 1 J. 6 7， I1 

46 り 碗 91吐紀I以降i 13. 0 3.4 にぶL¥黄怪
7 包含!語 f;l' 311主紀前半 9. 8 Ij，ι 

46 包含l討 皿 81吐紀後半 13. 1 8. 6 L8 )火
46 9 包含層 皿 3-[佐紀後半 22. 8 15. 7 2 j火白

46 10 包含l冨 向く 8tH:紀後半 12. 4 Jj( 

41i 11 包含層 士E 3世紀代 9. 8 灰白

d5 12 メこつニじ4ι主"，、n医三ヨヨ ;p恵器 E士E つ 10.4 j火

13 包含層 須恵器 変 '? o< 
AームRリ 14 包含層 須恵器 蓋 7世紀後葉 10. 2 灰

46 1.5 包含i言 須恵器 主主 8t仕示己中頃 14. '7 14. 9 b日
116 16 包含層 須恵器 蓋 8世紀前半 14.8 15. 11 l火
il6 17 包含層 ~、恵器 三主t主 8世紀後半 16. 0 16. 0 EJ<日 20指
46 18 包含層 須恵器 蓋 8i世紀後半 IS. 8 16. E!(白 90?d i黒展あり
46 19 包含層 須恵~6 芸皿喜 8世紀後半 17. 3 18. 0 灰 30% 
46 20 包含層 須恵器 i主E主Lで 8世紀前半つ Id. 6 灰白 !日目 。i屋美・湖商産
46 21 包含層 土師器 iT 8世紀後葉 9.4 Q υ3 1:::ぶい黄樟 20出 。丹主主り
46 包含層 土師器 J'i¥ 8世紀l'是主主 10. 4 5. 2 にぶい艦 20?6 。丹塗り
d6 包含層 土師器 上T 8世紀後葉 12. 2 8. 3 2 1 S出 。丹塗り
46 24 包含層 i干 8世紀後葉~末 1L8 ρ 4 80% 。丹塗り
46 25 包含層 土師器 i下 8世紀後葉 11.6 5. 2 にぶい湾総 25% 。丹塗り
46 26 包含層 j二師~Hi w 8世紀後葉 IL8 8. 0 1 にぶい黄燈 4096 。丹塗り
46 27 包含層

土士日師市器器
1'(， 8世紀後葉 13.4 9. 0 浅黄検 10% 。丹塗り

46 28 I仁志2 -2コ~j匠1当';3 苅三 8出:紀後葉 1l.o u 3. 1 にぶい黄燈 2J%1 0 丹君主り
46 29 包含!詰 士師法 皿 8IU:*2後葉 14.J 10. () 2. 7 にぶい黄燈 丹後り

46 包含隠 士日市器 打、 8t廿紀後葉 13. 0 8. 0 3. 0 抱負も 509，! 0 丹後り
46 31 包含腐 ごi二師器 主不 8世紀後葉 13. 6 1 L 0 q ae にぶい茂澄 55% 。丹塗1)
46 32 包含層 皿 8世紀後葉 13.8 11.8 にぶい黄掻 10百 。丹塗り
46 33 包含層 土銅器 血 '? 15. 6 20旬 。内面黒色
34 ;包含層 十日市照 .llil 8世紀後葉 14. 8 8. 8 2. 3D?， 丹塗り。丹塗り

丹塗り

丹塗り

浜北京
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写 盲穴 図 版

図版1

笠井若林遺跡周辺航空写真(南東方向、太平洋を望む)



図版2

笠井若林遺跡5次調査区周辺の景観(北方向を望む)

笠井若林遺跡6次調査区周辺の景観(南方向を望む)



図版3

笠井若林遺跡5次調査区標準土層

笠井若林遺跡6次調査区標準土層



図版4

笠井若林遺跡5-2次調査区全体(北方向を望む)

笠井若林遺跡 6-1次調査区全体(北方向を望む)



図版5

5-2次調査掘立柱建物跡出土遺物

5-2次調査平安時代土坑出土遺物



図版6

88231 ~88233 、 88238出土遺物

88234出土遺物



図版7

88239，.......88241出土遺物

80102出土遺物



図版8

包含層出土奈良・平安時代の遺物

包含層出土鎌倉時代以降の遺物



図版9

恒武西宮遺跡 1-2次調査古墳時代調査面完掘状況

恒武西宮遺跡SRl完掘状況



図版10
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5-2次調査掘立柱建物跡分布状況 (真上から)

ぷ
5-2次調査掘立柱建物跡分布状況 (南から)



図版11 
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図版12

SH209完掘状況

ー が~

SH211完掘状況



図版13
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掘立柱建物跡検出例 (SH212)



図版14

土坑SF274遺物出土状況

d
 

土坑SF275遺物出土状況



図版15

5-2次調査鎌倉時代以降の調査面



図版16

5-1次調査奈良・平安時代の調査面完掘状況

5-1次調査鎌倉時代以降の調査面完掘状況
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図版17

88229完掘状況



図版18
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88231完掘状況



図版19
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88235床面の状況
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図版20

S8234遺物出土状況

S0268、S0269と湧水地?完掘状況



第14図-1

第14図-5

第16図-1

第16図-3

第16図-11

.¥， 

第14図-4

第14図-6

第16図-2

第16図-9

第16図-12

5次調査出土の平安時代遺物
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第20図-1 第29図-1

第29図-3 第29図-4

第29図-15 第29図-16

第29図-17 第29図-19

第29図-21 第29図-14

8B230----8B233、8B238出土遺物
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第30図-1 第30図-2

第30図-3 第30図-4

第30図-5

第30図-6 第33図-6

第30図-9 第33図-7

S8234、S8241出土遺物
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第42図-8

第42図-14

第36図-1の刻書(約2倍)

第42図-26

第42図-12

第42図-19

第45図-5
の墨書(二万)

第39図-5

第39図-5の墨書 (J11西)
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SE202、S0101、S0102、SF297、包含層出土遺物
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りが つねたけにしみやいせきさ ばやしいせきに

恒武西宮遺跡E 笠井若林遺跡E

平成13年度(主) (般)及び平成14・
~!j 書

浜松環状線緊急地方道道路改築工事に伴う埋蔵文化問発掘調査報告書

関|午422-8002 田23-20発

一

発 日 12005年3月15日

ふりがな ふりがな コー
l 調査期間|調査面積|調査原因

所収遺跡名|所在地|市町村 l遺跡番号 IU!tJf-州知 !l世界例制

恒一ね武たけ西にし宮みや遺いせ跡き I 静しず岡おか県けん浜はま松支つ市し
22202 10-12 34度 137度 1200204011 100ぱ |浜松環状

つねにげちょうあさにしみや
恒武町字西宮 47分

一一五五二基蒜遺品[語員法員長市 22202 20020401 浜松環状
かさ いちょうあ己わかし
笠井町字若林 線道路改

20020531 l築工事
20020601 2730ぱ

20030228 

土師器

6棟l灰軸陶器(墨書土器
を含む)

土師器

(墨書土器を含む)

硯、士、鍾

関連遺構の可能性

あり。

i平安~江戸時代以
1 くj轟あり。基つむ
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